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優秀修士論文推薦のことば

 この修士論文では、「共生開発スタイル」 とよぶ、地域コミュニティを念頭 に置いた

新たな ソフ トウェア開発の手法 を提唱 し、実際 にNOTAと 呼ぶ ソフ トを この手法によ

り開発 展開、発展 させた内容について具体 的な事例 を交 えて説明 している。これ は、

これ までにない新たな ソフ トウェア開発手法 として注 目され るだけではな く、実際に

いくつかの地域 コミュニティにお いて、実践的に使用されて いる点が高 く評価 され る。

 以上述べた理由によ り本論文を、優秀修士論文として、強 く推薦する。

慶應義塾大学

環境情報学部教授

   安村 通晃
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NOTA:ユ ーザ ー主 導 型 コ ミュニ テ ィ

     活 動 支援 シ ス テ ムの研 究

 近年インターネ ッ トの普及 によ り、市民が地域 コミュニティ活動のためにウェブログや

SNSな どを利用す る需要が高 まっている。 しか し、 ウェブサー ビスや製品 として開発 され

たソフ トウェアでは、地域 コミュニテ ィで必要 とされ る細かな要求 を満たせない とい う問

題 を抱 えている。

 そこで本研究 は、市民が ソフ トウェアを開発 し、 コ ミュニティで運用す る中で得 られ る

フィー ドバ ックを元 に継続的に改良 してい く 「共生開発 スタイル」 を提案 し、事例を通 じ

て有効性を示すことを目的 とする。共生開発 スタイルは、(D効 率をあま り考 えずにシス

テムを継続 して開発で きる、(2)利 用者のフィー ドバ ックがただちに得 られ る、(3)開 発

者 とコミュニティが一体 になっているため必要な機能だけを作れば よい、(4)高 いモチベ

ーションを保 って楽 し く開発で きる、な どのメ リッ トが ある。

 次 に、共生開発 スタイルの事例 として私が開発 した 「NOTA」 を利用 して共生開発 スタ

イルが広がったプロセスを明 らか にする。NOTAは2005年 よ り横浜市のい くつかの地域

コミュニティで利用 され、その後NOTAを 改良 したい という要望 をもつ利用者の有志が集

まって開発 コミュニティを形成 し、共生開発スタイルが始 まった。NOTAは 、複数 の人が

同時にブラウザー上で文字や図、写真 な どを好 きな位置 に書 き込み、蓄積で きるな ど、汎

用性 の高いインタフェースを持つシステムである。

 本研究で得 られた成果 は以下の通 りで ある。共生開発スタイルによる開発を促進す るた

めに、利用者がNOTAを 拡張で きるプラグイン機能 を追加 した。この結果、 NOTAを 応

用 した地図システムや、 ビデオ会議システム、障害者 コミュニケーシ ョンシステムなどが

地域 コミュニティ内で開発された。 これ らの事例 は、 コミュニティの細かな要求 に応 える

機能 を的確 かつ迅速に開発することに成功 してお り、共生開発 スタイルの有効性を示 した

といえる。

キーワー ド コミュニテ ィ活動支援 システム オープンコンテンツ 共生開発スタイル

慶応義塾大学大学院 政策 ・メディア研究科 修士課程

                    永 田 周 一



Abstract of Master Thesis 

                                                    Academic Year 2006 

       NOTA: User Driven Approach for 

     Community Activity Support System 

   Today, through the spread of Internet, demands that citizen uses Weblog or SNS for 

local community activity are increasing. However, it carries problems that software 

developed as web services or products cannot fulfill detailed demands of local 

communities. 

   Therefore, in this study, the author proposed concepts of "civil software development" 

by which the citizens develop software, and improve it continuously based on feedback 

provided while putting it into practice in communities. Civil development has following 
advantages. 

(1) The system can be continuously developed without concerning efficiency excessively. 

(2) Feedback from users is provided immediately. 

(3) They make only necessary features because developers collaborate with the community. 

(4) It is possible to enjoy developing software while keeping motivations high. 
   Next, the author identifies developing processes of civil development in the case of 

"NOTA" that the author developed . NOTA have been used in some local communities in 

Yokohama city since 2005. Development communities were organized and civil 

development was adopted when volunteers of users who wished to improve NOTA 

gathered. With NOTA, users can put texts, figures, and photos, etc in optional positions at 
the same time on web browsers. 

   The achievements of this study are as follows: In order to promote development by 

civil development, the author added plug-in features that users are able to extend the usage 

of NOTA by themselves. As a result, extensions for NOTA were developed in local 

communities. A map system, a video conferencing system, and a communication system for 

the handicapped are some of the examples of such extensions. The effectiveness of civil 

development has been shown by those cases that succeeded to fulfill detailed demands of 

communities by archiving adequate and prompt development.

Keywords: Community Activity Support System, Open Content, Civil 

         Software Development.

Graduate School of Media and Governance, Keio University 

                     Shuichi NAGATA
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第1章

序論

本章では研究の 目的、論文の構成 について述べ る。



第1章 序論 2

1.1 研 究 の背 景

 近年イ ンターネ ッ トの普及 によ り、市民が地域 コミュニテ ィの活動のためにウェブログやSNS

な どを利用 す る需要が高 まって いる。情報技術 が普及す る以前か ら存在す る地域 コ ミュニティの

活動 を支援 するために、Webを 利用す る事例 が増 えて きた。従来 のコンピュー タによるコミュニ

テ ィ活動支援 は、製品 として開発 された企業内 グループウェアのようにユーザーの コンピュー タ

リテ ラシーがあるこ とを前提 としたシステムや、ウェブサー ビス として開発 された不特定多数の

エ ン ドユーザーを対象 とした仮想的な コミュニテ ィ支援の システムの利用 が中心だ った。 それ に

対 して、地域 コミュニティにおけるシステムの利用 は、下記の ような特徴 を持 っている。

・ 利用者の リテ ラシーのば らつ きが比較 的大 きい。

●組織 としての利用 目的 は明確 に定 まっていない。

● 階層的ではな く、人的 なネ ッ トワー クによって ゆるやかに組織化 されている。

● 地域独 自の利用形態 に合 わせて、複 数のシステムを組 み合わせて利用す る(必 要な場合は、

 自ら開発す ることもある)。

●情報 は完全に秘匿にす るわけで もな く、か といって積極 的に公 開 してい くわけで もない。

・ システムを開発す るための予算は少ない。

 上記のように地域 コ ミュニティは、従来の利用 とは異なるユーザーを対象 としているものの、そ

のために最適化 されたシステムはほ とんど存在 していない。既存のシステムを流用 し、地域 コミュ

ニティに辛 うじて適合 させ利用 している例が多 く、コ ミュニティのために独 自に開発 を行 ってい

ることはまれである。地域 コ ミュニティに必要 なシステムの要求 を定 義 し開発 してい くプロセス

に、企業関係者や研究者が持続的に参加す ることは少な く、一時的 な実験ない しは調査 として しか

関わっていないように見受 けられる。

 筆者は、NOTAと いう情報共有システムを開発 する過程で、2005年 よ り横浜市都筑区において

地域 コ ミュニティにNOTAが 持 ち込 まれ、有志 により開発 コミュニテ ィが形成 され、一般市民の

コミュニテ ィに普及 してい くとい う過程を経験 した。NOTAの 普及 は、開発者(筆 者)だ けでは

成立せず、地域 コミュニテ ィの中で利用 され る過程において、地域 内において協力者が増え、開発

と普及が同時 に繰 り返 し進行 した。NOTAに は、アプ リケーション ・プラッ トフォーム として容

易にシステムを拡張で きる機能を実装 したため、地域 コミュニティの中で、NOTAを 独 自に発展

させ る者が現れた。 この過程は、共著 『科学技術実践のフィール ドワー ク』の 「学習環境のデザイ

ンのためのネ ッ トワーク指 向アプローチ」[上野06b]に おいて詳 しく述べている。 すなわち、シス

テムを普及 させ る者(以 後、「普及者」 と呼ぶ)、 利用す る者、それ らを改良する者の重層的なネ ッ

トワークが構築 され、開発者-普 及者-利 用者 が一体 となったコ ミュニティが形成 された。従来

のオープンソースコ ミュニ ティは、「ソース コー ドが共通言語」 と呼ばれ るように専門的な開発者

に閉 じた コミュニティだったが、NOTAの コミュニティは、地域 コミュニティの活動 と持続的な

関わ りを持 ち、 日常的な活動の一部 として組み込 まれ なが ら開発が継続 されて いる点が特徴的で

ある。
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 上記のよ うに、コミュニティ活動 と持続的な関わ りを持ち、開発者が市民の中か ら現れ、利用者 と

一体 となって設計 し開発 するという視点 は、従来のCSCL(Computer Supported Collaborative

Learning、 コンピュータに支援 された協 同学習)、 CSCW(Computer Supported Collaborative

Work、 コン ピュータに支援 された協 同作業)研 究に もなかった ものであ る。 また参加デザイ ン

(Participatory Design)の アプローチ[BG96][KB98][KSB98]は 、ワー クプレイスにおけるシス

テム、人工物 の設計への 「ユーザー」の参加をめざした もので あり、ワー クシ ョップの企画やユー

ザー も含 めたデザイ ン場面 を組織化 する といった実践 を行って きた。 しか し、 こうした場面設定

は一時的なものであ り、長期的に関係 を持続 する設計者 と使用者のネ ッ トワー ク構築 をめざす も

のではない。 さらに、設計者 と利用者 は明確 に区分 されてお り、利用者が設計 をサポー トすること

はなかった(第7章 関連研究で詳述)。

 本研究で は、以上の議論 を踏 まえた上で、地域 におけるリアルなコ ミュニテ ィに焦点 を当て、私

が開発 したNOTAを 利用 して、市民が コミュニティ活動のための ソフ トウェアを自ら開発 する新

しい開発スタイルを提示す る。
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1.2 研 究 の 目的

 本研究 は、地域 のコ ミュニテ ィ活動支援 システム 「NOTA」 を開発 し、その有効性 にっいて述

べ る。

 さらに、市民が ソフ トウェアを開発 し、 コミュニテ ィで運用す る中で得 られるフィー ドバ ック

を元 に継続 的に改 良 して い く 「共生開発ス タイル」を提案 する。 また、2005年 か ら形成 され た

NOTAの 開発 と普及 を進 めるコミュニティである 「NOTAネ ツ トワーク*1」 の事例 を通 じて有効

性 を示すこ とを目的 とす る。本研究の目的は以下のようにまとめることができる。

1.市 民が地域 コミュニテ ィにおいて開発 を行う 「共生開発スタイル」 の提案

   地域 コミュニティにおけ る共生開発スタイル は、 コミュニテ ィの細かな要求 を満た したソ

   フ トウェアを開発で きる。NOTAの 事例 に見 られ るような新 しい開発形態 を 「共生開発 ス

   タイル」 と名付 け、提案する。 また、従来のウォーターフォール ・モデルやアジャイル ・モ

   デルなどの開発手法 との違 いを明 らかにす る。

2.コ ミュニテ ィ活動支援 システム 「NOTA」 の開発

   本研究では、コ ミュニティ活動支援のために情報共有の基盤 として汎用的に用いることがで

   きるシステム 「NOTA」 を開発 し、提案す る。 NOTAは 、(1)複 数の人がブラウザ上で リア

   ルタイムに情報 を書 き込 み(協 同編集機能)、(2>情 報 を蓄積 していつで もウェブページ と

   して閲覧することがで き(情 報共有機能)、(3)直 接操作 によって手書 き線や写真を含めた

   自由なレイアウ トを作成可能 なシステムであ る。NOTAの 使 い方 と実装 について述べ る。

3。NOTAを 拡張するアプリケー ション ・プラ ットフォームの実現

   地域 コミュニテ ィのためのシステムは、利用者 の リテラシーや活動の様 態にあわせてシス

   テムをコ ミュニテ ィ内部で改変で きるようにすることが重要で あると考え、NOTAに 、ア

   プ リケーシ ョン ・プラッ トフォーム としての機能(NOTA API)を 実装 した。 これによっ

   て、NOTAの 利用方法を大 き く変えるような変更 をNOTAに 加え ることが可能 になった

   が、その具体的な仕様 と、実現可能 な機能 について述べ る。

4.NOTAの 利用事例の評価 と有効性の検証

   実際にNOTAを 使 って コミュニテ ィ活動 に応用 した事例 を、(1)NOTAの 使 い方 を工夫

   して活用 した事例 と(2)NOTA自 体 を改良 して利用 した事例 をそれぞれ挙 げ、詳述す る。

   また、NOTAの 有効性 を検証 し、評価す る。

*1ウ ェブサ イ トは
、http://nota.jp/network/

'
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1.3 論 文 の構 成

 本論文は以下の ように構成 される。図1.1に 論文の構成 を示す。

第2章 従来 の開発ス タイル

   本研究の背景 として従来の開発 スタイルに関 する研 究について述べ、 それ らの問題点を指

   摘 する。NOTAの システムに関連する研究 については、第7章 で述べ る。

第3章 共生開発スタイルの提案

   コミュニティ活動支援のための新 しい開発形態である 「共生開発 スタイル」を提案する。従

   来の開発手法 と比較 し、共生開発スタイルの メリッ トを明 らか にする。本研究 を進 める過程

   において、横浜市でNOTAを 利用 して共生開発ス タイルが広がった プロセスを説 明す る。

第4章 NOTAの 設計 と開発

   NOTAの 使い方、 システム構成、実装、新規性 にっいて詳細 に述べ る。

第5章 アプリケーシ ョン ・プラッ トフォーム としてのNOTA

   NOTAに 実装 した、 アプ リケーシ ョン ・プラッ トフォーム としての機能について述べ る。

   「NOTA API」 と呼 ばれ る-・連 のイ ンタフェースについても述べ る。

第6章 NOTAの 利用事例 と応用

   NOTAを コミュニテ ィで利用 した事例 を紹介 する。また、共生開発 スタイルによって開発

   されたNOTAの プラグイ ンについて述べ る。

第7章 関連研究

   NOTAに 関連する先行研究を紹介し、本研究 との関連や差異を述べ、本研究の位置づけを

   明らかにする。

第8章 共生開発スタイルの考察 と今後の展望

   共生開発スタイルについて、現在分かっている課題や限界、今後の展望について述べ、本研

   究のさらなる発展について論述する。

第9章 結論

   本論文を総括する。
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図1.1 論文 の構 成
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第2章

従来の開発スタイル

本章では本研究の背景 として従来の開発ス タイルに関す る研究について述べ、それ ら

の問題点を指摘する。NOTAの システムに関連す る研究については、第7章 で述べ る



第2章 従来の開発スタイル 8

2.1 は じめ に

第1章 で も触 れたように、Webを 利用 したコ ミュニテ ィ支援システムは、地域 コミュニテ ィな

どの広 い範囲のユーザー層に も急速に普及 しつつある0エ ン ドユーザーの細かい要求 に対応 す る

ために、ソフ トウェアの開発手法にも従来 とは異な る視点が必要 になって きてい る。 ここでは、そ

うした流れの中で生まれて きた新 しい開発手法の うち、特に本研究 と関わ りの深い ものにっいて

述べ る。

2.2 ア ジ ャイ ル開 発 手 法

 ソフ トウェアの開発手法 として広 く知 られて いるのは、 ウォーター フォール型 と呼ばれる開発

手法で ある。 プロジ ェク ト全体 を 「要求」「仕様」「分析」 「設計」「プログラミング」「検 査」 「運

用」 といった工程 に分割 し、各工程での成果物 を明確 に定義 し、その成果物に基づいて後工程の作

業を順次行 って い く(図2.1)。 後工程 に移行 した際に予測 しない事態が明 らかにな り前工程 に戻

ることもあるが、 そういった襯酷を引き起 こさないために、仕様書や ドキュメン トを多 く作成 し、

それ らを重視 する([Rov87])。

 ウォーター フォール型は、計画的にソフ トウェア開発 を進 めるには向いている とされ るが、-一方

で、開発中に顧客 との交渉 などに よって頻 繁に要求が変 わるプロジェク トには、不向 きである と

 3vεT…開

臓εQり購整輪E"マ$

、
、
 30「τwA"ε

靴曜o購Rε 麟彰継▼8

、
、
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、
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、
、

回
、

、
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、
、
OPE円A¥韮0嚇S

図2-1Waterfall Model
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指摘 されている。 ウォーター フォール型に対 して、近年Beck[Bea]ら を中心 に提 唱されているの

がアジャイル開発手法である*1。 アジャイル(適 応型)開 発手法では、最小の単位にソフ トウェァ

を分割 し、短い期間を単位 としてそれらを反復的に開発 し、プロジェク トを進め る。各反復(イ テ

レーシ ョン と呼ばれ る)は 、1つ の小規模 なプロジ ェク トに似た ようなような形態 を とる。 プロ

ジ ェク トの全期間を通 して 「動いているソフ トウェア」を作 ることを重視 する。 ドキュメ ン トや文

書はウォーターフォール型に比べて少な くなる。

 アジャイル開発手法は、特にエン ドユーザーを対象 とした ウェブシステムの開発に適 している。

この ようなシステムにおいては、顧客(エ ン ドユーザー)が 求める要求はあ らか じめ明確で はな

い。は じめに最小限の機能 を実装 して試験的 に公 開 し、ユーザーの反応を見た上で仕様 を変化 さ

せなが らシステムを開発 してい く手法 は、迅速 にユーザーの要求に応 えることがで きる。

 また、開発組織の形態 もウォー ター フォール型 とアジャイル型で は異 なる。前者が多数の開発

者がい る秩序を重視す る組織文化 に適 しているの に対 して、後者 は、少ない開発者が混沌 とした

状況 に意欲 を持って取 り組 む組織文化 に適 している とされる[BT04]。 オー プンソース ・コミュニ

テ ィは、後者の組織文化 を持 っていることが多 く、アジャイル型が適 している。

2.3 オ 」 プ ン ソ-ス ・コ ミ ュ ニ テ ィ

 オープンソース ・コミュニティ[Sta02]は 、ソフ トウェアの ソース コー ドをイ ンターネッ トに公

開 し、世界 中か ら有志の プログラマーが集 まって仮想的な コミュニテ ィを形成 し、少 しずっ開発 に

貢献す ることに よって ソフ トウェアを開発 する形 態である。 このような コミュニテ ィで開発す る

と、ソースコー ドが公開 されてい ることによって学習が可能 になった り、バ グの原因を自分で確か

めて修正することがで きた りす るな どのメ リッ トがあ る。 「ソースコー ドが共通言語」 といわれ る

ように、 ソースコー ドを理解で きる開発者だけが参加 するコミュニティで ある。

2.4 従来の開発スタイルの問題点

 ウォーター フォール型 とアジ ャイル型 は、どち らも企業の工業的なソフ トウェア開発のための手

法である。アジャイル型 によって、ユーザーの要 求に柔軟 に対応 しなが らソフ トウェアを開発 す

ることが可能 になったが、Webサ ー ビスや製品 として開発 された ソフ トウェアでは、地域 コミュ

ニテ ィで必要 とされ る細 かな要求 を満たせ ない とい う問題 を抱えている。中にはソフ トウェアを

ユーザーが細か くカス タマイズで きるように してい るもの もあ るが、1つ の製品 として開発す る

以上、限界がある。

 一方、オー プンソース ・コミュニティでは、開発者が 自ら必要 とするソフ トウェアが多 く作 られ

るとい う特徴 がある。オープンソース ・コ ミュニティでは、既存の ソフ トウェアでは実現で きな

い細かな要求があった場合 に、自ら開発することで対応 している。 しか し、前述 したように、オー

プンソース ・コミュニテ ィは、ソースコー ドを理解で きない人が参加す るこ とはで きず、コミュニ

*1類 似 の 開発 手法 として
、Scrum(1986)や エ クス トリー ム ・プ ロ グ ラ ミン グ(XP)【Bec99エ(1996)な どが あ る
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テ ィにおいて開発者で はない市民 と開発者が協働 し、市民か ら寄せ られ る要求 をも とに開発 をす

るといった ことはなか った。

2.5 共 生 プ ログ ラ ミン グ

 これに対 して、近年、NPOや 市民による社会的なソフ トウェア開発 も行われるようになって き

た。石田 らは、筆者 らも参加 したパネルデ ィスカッシ ョン[高 崎06]に おいて、開発者 と利用者が

入 り交 じった コミュニティを形成 し、 その コミュニテ ィにおいて参加者 自身のための ソフ トウェ

アを開発す る手法 として 「共生 プログラミング」を提唱 した。石田は、共生 プログラミングと工業

的なソフ トウェア開発の違 いを以下のように指摘 している。

 NOTAの コミュニティにおける開発 もこの 「共生 プログラミング」が行われている といってよ

いだろ う。 しか し、共生 プログラミングの概念 はまだ明確 ではな く、その定義 も曖昧で ある。本論

文では、NOTAの 事例 における開発スタイルを 「共生開発スタイル」 と名付け、共生 プログラミ

ングを含む概念 として定義 してい る。第3章 において、NOTAの 開発形態 を事例 として共生開発

ス タイルについて詳 しく述べる。

2.6 ま と め

 本章で は、本研究 に関連 する研 究を ソフ トウェアの開発形態の側面 に着 目して紹介 した。従来

のWebサ ービスや製品 として開発 された ソフ トウェアでは、地域 コ ミュニテ ィで必要 とされる細

かな要求 を満たせ ない とい う問題 を指摘 した。地域 コミュニテ ィにおいて市民が開発に参加す る

ことで、それ らの問題 を解決 してい く必要性 があると考える。
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第3章

共生開発スタイルの提案

 本章では、市民やNPOに よる社会 的なソフ トウェアの開発アプローチである 「共生

開発スタイル」を提案 する。本研究 を進める過程 において、横浜市でNOTAを 利用 し

て共生開発ス タイルが広がった プロセスを説明する。
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3.1 は じめ に

 本章では、市民やNPOに よる社会 的なソフ トウェアの開発アプローチについて述べる。私が開

発 したNOTAは 、地域の コミュニテ ィ活動 と持続 的な関わ りを持 ちなが ら、開発者以外の人 も参

加 する開発 コミュニティにおいて、開発 と普及が進 められた。本研究で は、この ような開発者 一普

及者-利 用者 が一体 となった共生的な コミュニティによる開発 を、「共生開発ス タイル」 と呼び、

その概念 を詳 しく述べ る。

 また、本研究 において、2005年10月 か ら形成 されたNOTAの 開発 コミュニティである 「NOTA

ネ ッ トワーク」につ いて述べ る。NOTAネ ッ トワークは、 NOTAの 開発を行 うと同時 に、メン

バーらが横浜市の市民活動 において積極的に用いたために、現在約2000～3000人 のユーザ ーが利

用 してい る。本研究の共生開発 スタイルの提案 は、筆者が実際 に関わった横浜市におけるNOTA

ネ ッ トワー クの活動か ら得 られた知見 を元に している。

3.2 共生開発スタイルの提案

3.2.1 共生 開発 ス タイ ル の定義

 本研究 は、市民がソフ トウェアを開発 し、コ ミュニティで運用する中で得 られるフィー ドバ ック

を元 に継続 的に改良 してい く開発形態 を 「共生開発ス タイル」 と定義す る。地域 コ ミュニティに

おいては、 システムの選択 と開発のプロセスは、従来の ソフ トウェア開発 とは異なるものになる。

コミュニテ ィ活動支援 システムを研究す るにあた り、システムだ けでな く、シス テムの背後 にあ

るコミュニティ活動や開発手法 も研究の対象 としてい る。 なぜな ら、 システムはコ ミュニティに

おける人的 なネ ットワークや社会的なコンテキス トの中に位置づ け られ、 それ らの理解 なしには、

有効なシステムは開発できない と考えるか らである。

3.2.2 共生 開発 ス タイ ル の特徴

 以下に、石 田が指摘 した共生開発スタイルの各項 目について詳 しく述べ る。参考のため、工業的

な開発 と共生開発スタイル比較 を表3.1に 示す。



第3章 共生開発スタイルの提案 13

明確な発注者がいない

 工業的 なソフ トウェア開発 においては、発注者 は対価 を払ってソフ トウェアの開発 を依頼す る

が、共生開発スタイルにおいては、開発者 と利用者が1つ の コミュニティを形成 してお り、開発の

仕様 も開発者だけが決め るわけではない。 プロセス としては、複数の組 み合わせがあるが、アジャ

イル開発の ように小 さなプロジェク トを反復的 に繰 り返 し、 ソフ トウェアを開発す るとい う特徴

が見 られ る。その プロジェク トの中で は、要求定義や開発、バ グ修正 など作業 に明確 な担 当者は存

在 しない。NOTAネ ッ トワークの場合 は、運 営方針 として 「この指止 まれ方式」で進 めることを

決めている。 この指止まれ方式 とは 「何かをや りたい人がメー リング リス トや会合で提案 し、賛同

者が集 まればその人を中心に行動す るとい うや り方の こと」で ある(付 録BNOTAネ ッ トワーク

運営方針を参照)。

明確な期限がない

 開発 には、明確 な期限が設け られていない。ただ し、ワー クシ ョップやセ ミナーな ど対外的 なイ

ベン トが行われ ると、期限 を設定す ることもある。 プロジェク ト全体で、完成の基準が曖昧で ある

ため、期限が決め られない ともいえるだ ろう。発注者 との金銭的な授受がない ことや、ビジネス的

な競合 との競争がないこ とが原因 として考え られ る。ただ し、完成の基準が明確で ない とはいえ、

完成度が高 くなければ、実際 には使用 されない。そのため、開発に関わる者には、コミュニティ内

での期待が寄せ られ るため、完成度 をあげ るための圧力は存在す るといえるだろ う。共生開発ス

タイルにおいては、コ ミュニテ ィの活動が本流 としてあ り、ソフ トウェアの開発は、それに準ずる

もの として位置づ け られる。

効率をあまり考えない

 第2章 で挙げたような工業的な開発手法 は、いずれも、期限内にできるだけ効率的に開発で きる

ようリス クを軽減 しなが ら開発す るために考案 された。 しか し、地域 コミュニティにお ける共生

開発 スタイルでは、効率 は重要で はない。多少効率が悪 くて もメンバーの参加意欲が重視 され る。

参加意欲 は、プロジェク トに対す る自身の仕事の貢献度合 いや、プロジェク トの構成員の魅力、プ

ロジェク トを通 じて得 られる学 習度合いなどによって高め られ る。

ソフ ト開発がコミュニテ ィと-体 化 している

 繰 り返 し述べた ように、地域 コミュニ ティとの持続的な関わ りを持 ちなが ら開発が行われ るこ

とが大 きな特徴である。開発 は、 コミュニティ活動 の中に組み込 まれてお り、活動 と開発 は相補的

な関係 になる。 コ ミュニティのメ ンバ ーはある程度固定 されているが、すべてのメンバーが定常

的に作業をするわけで はない。他人 に依頼 された り、自分か ら名乗 り出た りして、興味のあるプロ

ジ ェク トに参加す る。
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表3.1 コ ミュニ テ ィ活動 支 援 シ ステ ム の分 類

利用目的 ビジネスの遂行支援 仮想 的な コミュニテ

ィにおける情報交換

地域活動支援

対象 企 業 ユ ー ザ ー エ ン ドユ ー ザ ー 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

開発手法 ウ ォ ー タ ー フ ォ ー ル

型 な ど

アジャイル型な ど 共 生開発ス タイルな

ど

開発主体 企業 企業 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

開発者と利用者の区分 明確 明確 曖昧

評価 個 々人 に対す るア ン

ケー ト等 による認知

心理学的評価

同左 コ ミュニテ ィにおい

て 事例や組織 を含め

て総合 的に評価

ユーザー特性 リテラシーがあ るこ

とが前提

先進 的なユーザ ーか

ら使 い始める

地域活動 をす る人が

利用 し、普及 する

3.2.3 共生 開発 ス タイル の メ リッ ト

共生開発 スタイルを行 うメ リッ トは以 下の通 りであ る。 ここでは、従来の開発ス タイル と比較

して優位点を述べ る。

共生開発スタイルのメ リッ ト

●効率をあまり考えず にシステムを継続 して開発 できる。

●利用者の フィー ドバ ックがただちに得 られる。

●開発者 とコミュニティが一体 になってい るため必要な機能だけを作れば よい。

・高 いモチベーションを保 って楽 しく開発で きる。

効率をあまり考えず にシステムを継続 して開発できる

 すでに指摘 した ように、工業 的な開発 手法 は、ビジネス的な要請か らで きるだけ速 く少 ない経費

で効率的に開発す る必要が あるが、共生開発ス タイルにおいてはその必要が ない。 そのため、効率

をあまり考えず に開発す るこ とがで き、 プロジェク トは経済的な理由で終了す ることがない。

利 用 者 の フ ィー ドバ ッ ク が た だ ち に得 ら れ る

 ソ フ トウ ェ ァ 開 発 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 動 が 一 体 に な っ て い る た め 、 開 発 した ソ フ トウ ェ ア は す

ぐに コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で 試 験 的 に 利 用 さ れ 、 フ ィ ー ドバ ッ ク を 得 る こ とが で き る 。 オ ー プ ン ソ ー ス

コ ミ ュニ テ ィ に お い て は 、 一 部 の 先 進 的 な ユ ー ザ ー か らの フ ィー ドバ ッ ク を 得 る こ と は で き る が 、

一 般 の ユ ー ザ ー か らの フ ィ ー ドバ ッ ク を 得 る こ と は 難 しい
。 共 生 開 発 ス タ イ ル で は 、 ソ フ ト ウ ェ
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ア開発以外の コミュニテ ィ活動 に参加 しているユーザー もソフ トウェアを利用す るため、 フィー

ドバ ックを得 るこ とがで きる。

開発者とコミュニティが一体 になっているため必要な機能だけを作ればよい

 工業的な開発 においては、顧客のために開発 することが当た り前だった。 しか し、共生開発ス タ

イルで は、 コミュニテ ィ内で要求があ るものだ けを開発 するため、 自分 もし くは自分 に近 いユー

ザーのために開発す ることになる。

高 いモチベ-シ ョンを保 って楽 しく開発で きる

 共生開発 スタイルにおける開発者 のモチペーシ ョンは高い。 コミュニテ ィ内でユーザーの要求

があ るものだけを開発す るため、ユーザーの顔が見えることや、そ もそも興味のあるプロジェク ト

に しか参加 しないことが、その要因である。

3.3 NOTAネ ッ ト ワ-ク

3.3.1 NOTAネ ッ トワ-ク の 形 成

 筆者 は、NOTAと いう情報共有 システムを開発する過程で、2005年 よ り横浜市都筑区において

地域 コミュニティにNOTAが 持ち込 まれ、有志 により開発 コミュニティが形成 され、共生開発ス

タイルが広がってい く過程を経験 した。

 NOTAが 横浜市の コミュニティに広 がった過程 は以下の4つ の段階に分 けることができる。1

つずつ説明する。 より詳細 なデータは 「付録ANOTAネ ッ トワー クの活動履 歴」に記載 した。

 なお、本節における引用 文は、共著 『科学技術実践のフィール ドワーク』の 「学習環境のデザイ

ンのためのネッ トワー ク指向アプローチ」[上野06b]か ら抜粋 したものである。

開発者が-人 で開発 していた段階(2003年 ～2004年12月)

NOTAは 、「Webの コ ミュニケーシ ョンを容易 にす る」 とい うコンセ プ トの もとに私が一人で

開発 していた。

 筆者の一人がNOTAを 初 めて知った とき、あるITベ ンチャーが、 この開発者 と学生 グ

ループのため に、NOTAの 普及、展開、 ビジネス化 を担 当 していた。 このITベ ンチャー
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は、まず、ある商用サイ トで100ア カウン トをフリーで配布 した。 しか し、 ここでNOTA

はほ とん ど使 われ ることはなか った。例 えば、 このITベ ンチ ャーのNOTAの 営業担 当者

によれば、 このサイ トのほとんどのユーザーは、一度 だけ少 し落書 きや書 き込 みをするだけ

で、それ以降、NOTAに アクセスす るこ とはなかった。 こうした ことか ら、従来的なビジ

ネスモデルの観点で、NOTAは この企業内で収益の出ないシステム とみなされた。その中

で、担当者 は苦闘 していた。

横浜市 において一部のコミュニテ ィに利用 され始めた段階(2004年12月 ～2005年 冬)

 NOTAは 、横浜市において 「市民グルー プの間で、 さまざまなコミュニティが コラボレーシ ョ

ン した り、お互 いの存在や活動 を可視化す るためのツールの要求」があ り、そのためのツール とし

て利用 され始めた。

 そのような とき、2004年12月 、た また まこの論文の執筆者 の一人が、京都でのある研究

会でNOTAの 存在 を知 り、 この京都の学生 グループの一人か らアカウン トを提供 してもら

い、地域の市民 グルー プに紹介 した。 まず、筆者は、地域のWeb技 術に詳 しく、技術 を地

域に普及するのに熱心だった市民にNOTAを 紹介 し、また、 アカウン トの提供 のアレンジ

を行った。 この市民は、NOTAに ついての情報 をただちに地域のメー リング ・リス トで流

し、 これ を見た他の何人かの市民 もNOTAの アカウン トを得た。筆者がNOTAを 紹介 し

て1ヶ 月以 内に少な くとも3つ のNOTAサ イ トが作 られ、そ こへ1000か ら2000の アク

セスが なされた。

 メー リング ・リス トや直接 のコミュニケーシ ョンを通 して、たちまち、NOTAは 地域 ネツ

トワークの中で有名 にな り、 さまざまなNOTAサ イ トが作 られ るよ うになった。横浜の地

域の市民 グルー プは、いろいろなテーマでの コミュニティを形成 してお り、大学 ともいろい

ろな活動を通 して、もともとつなが りがある程度で きていた。 この ような状況の中で、市民

グループの間では、さまざまなコミュニティが コラボレーシ ョンした り、お互 いの存在や活

動 を可視化 するための ツールの要求が高かった。 こういうことか ら、 ここ2、3年 、市民 グ

ルー プは、Blog、 Xoops、 Wikiな ど自らサーバーにインス トール して、試験 的に運用、あ

るいは、実際の運用を行 って きた。 こうい うところにNOTAは 紹介 されたのであ り、まさ

に、NOTAは 、市民グルー プに とってさまざまなことを可能に し、約束す る道具だったの

であ る。

NOTAの 開発コミュニテ ィ 「NOTAネ ッ トワーク」が形成 され、共生開発スタイルが始ま った段

階(2005年 冬～2006年 春)

 NOTAの 利用方法や改良方法 に興味を持つ有志が集 まって地域 コミュニティの活動 とリンク し

た開発 コミュニテ ィを形成 し、共生開発スタイルが始 まった。

実際 にこれ まで見て きた ような形 でNOTAが さまざまに用 いられ る中で明確 にオープ

ンソース的な コ ミュニ テ ィを形成 して い こうとい う方向が出て きた。2005年 の初 夏 に、
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NOTA開 発者 の永 田お よび関係 して いたITベ ンチ ャー が、上野 にコンタ ク トを とり、

NOTAの 技術的な情報 を提供 し、 また、 NOTAの 使用例 を紹介す るNOTAポ ータルサイ

トを構築するこ とを提案 した。 こうした ことをきっかけに、地域市民 グルー プ、永田、ITベ

ンチャー、学生、院生、上野な どが参加 して、数回の会議が行われ、「NOTAネ ッ トワーク」

と呼ばれるコミュニテ ィが形成 された。 この会議の中で、NOTAの プログラムを 「NOTA

ネ ッ トワー ク」の参加者 にフリーで配布す ること、ポータルサイ トは、この会議 のメンバー

に よって運営 してい くこ とが決定 された。 この会議 、および、メー リング リス トの中で、

NOTA使 用上の規約 な ども議論 された。

NOTAを 拡張す るプ ラグイ ンが コミュニティ内で開発 され多 くのコ ミュニテ ィに普及 した段 階

(2006年 春～2007年)

 NOTAは 、汎用性の高いシステムだったため、 NOTAネ ッ トワー ク内で無料で配布 して以後、

さまざまな形で工夫 して用 いられて いたが、NOTA自 体 を拡張で きるよ うにす るため、2005年

11月 にプラグイン ・プロジェク ト・ミーテ ィングを開 き、NOTAを どの ように拡張 していきたい

かが話 し合われた。私 は、2006年 夏よ り共生開発ス タイルによる開発 を促進 するために、利用者

がNOTAを 拡張で きるプラグイン機能 を追加 した。 この結果、 NOTAを 応用 した地図システム

や、ビデ オ会議システム、障害 者コミュニケーシ ョンシステムな どが地域 コミュニティ内で開発 さ

れた(詳 細 は第6章 を参照)。2006年9月 には横浜市rf∫民活動支援 センターにおけるIT講 習会で

NOTAの 講座が行われた(図3.1),

図3.1横 浜 市市 民 活動 支援 セ ン ター にお け るNOTAの 講 座 の様 子
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3.3-2 NOTAネ ッ トワ ー ク の 実 践

 上述 したよ うに、NOTAの 開発 コミュニティ 「NOTAネ ッ トワーク」には、さまざまな立場の

人が参加 してい る。 もとも と、市民のコ ミュニテ ィか ら派生 した コミュニティであるため、当初か

ら 「プログラマーではない人 も参加で きるオープンソース的ネ ッ トワーク」であるこ とを表明 し

ていた。現在のメ ンバーは、横浜の市民、大学の研究者、学生、小学校教諭 など約50人 で構成 さ

れている。 これは、Linuxな どのいわばプロ集 団に閉 じたオープンソースではな く、新 しい形態の

オー プンな開発 コミュニティを志向 している。

 NOTAで は、開発が容易 なFlashア プ リケーシ ョンやク リップアー トをNOTA上 で簡単 に貼

り付 けて動作 させ ることがで きるため、今 まで開発に参加 した こ とが ない人たちが開発 に加 わ る

ことがで きる。NOTAがWebア プ リケー ションの基盤 を提供 し、ユーザーが求めるアプ リケー

シ ョンを普及 させ るための触媒 として働 く。 その結果、ただ ちに コミュニテ ィ活動で利用 可能 な

ソフ トウェアが開発で きる。

 また、NOTAネ ッ トワー クお よび周辺の コ ミュニテ ィでは、市 民活動 の支援 のた めにワー ク

シ ョップや教室、地域イベ ン トな どでNOTAの 利用 につ いて他の市民 に伝 えて いる。例 えば、

2006年3月 には横浜市の 「つづ き人 フェスタ」でNOTAの 展示 を した(図32)。 この展示のた

めにNOTAネ ッ トワー クのメ ンバーが協力 した。 ノー トパ ソコンを持 ち込 んで その場で ワーク

シ ョップをした り、大型 タッチパ ネルディスプレイを研究室か ら運んでNOTAの 体験 ブースを

設 けた りした。会場には、市民活動 を している市民や、お年寄 り、子供が立ち寄 った。 この とき、

NOTAネ ッ トワークでは、ユーザー、サポー ター、エンジニア と書かれた3種 類のバ ッジを制作

し、配布 した(図3.3)。 バ ッジの数 は、エンジニアが最 も少な く、サポーター とユーザーがほぼ同

じであ る(比 率は、ユーザー:サ ポーター:エ ンジニア=5:4:1)。 実際 には、デザイナー、 プロ

グラマー、サポーター、サーバー提供者、市民活動の リーダー、利用者、研究者 などに細か く分類

できるが、NOTAネ ットワー クのおおよその構成 を示 しているといえる。

3.4 ま とめ

 本章で は、市民やNPOに よる社会的なソフ トウェアの開発アプローチである 「共生開発スタイ

ル」 と、横浜市におけるNOTAの 開発 コ ミュニティ 「NOTAネ ッ トワーク」の形成 と実践にっい

て述べた。NOTAは 、さまざまな用途 に利用 できるプラッ トフォーム志向の設計 を持っていた コ

ミュニティに受け入れ られ、 またコ ミュニテ ィの活動 によってNOTA自 体 もそれに合わせ て改良

が加 えられた。共生開発スタイルに関す るより詳 しい考察 は第8章 で行 う。
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図3.2 つづ き人 交 流 フ ェス タの 活動 の様 子
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第4章

NOTAの 設計 と開発

 本章では本研究 にお いて開発 したNOTAの システムにつ いて述べ る。 NOTAの 使

い方 を示 し、システムの新規性を以下の4つ に分類 し、説明する。NOTAを ユーザー

が拡張することがで きるアプ リケーション ・プラッ トフォームの機能については、特 に

重要な部分なので、第5章 で詳 しく述べ る。

● リアルタイム編集の実装

●ユーザーアカウン トと編集権限

●HTMLと の互換性 とデータ構造

●手書 き線の実装
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4ユ は じめ に

近年、 ブラウザ上で ウェブペー ジを編集 したい とい う要求か ら、 ブラウザか らWebに 画像 を

ア ップロー ドして画像 を共有 できる掲示板 システムや、 ブラウザ上でページの内容の編集 を行 う

ことがで きるシステムが普及 した りす るな ど、動 的なウェブページの作成 システムが普及 しっっ

あ る。 ブラウザ上で動的にウェブページを作成 する ことは、従来の ようにクライ アン トで作成 し

たページをサーバーにアップロー ドす る手法 と比較 して、以下の ようなメ リッ トがある。

・ ウェブブラウザがあればどの端末か らでも利用で きる。

・ クライアン トのソフ トウェアの設定が不要である。

●複数人でページを協調的に編集で きる。

 しか し、今 日普及 しているこれ らのシステムでは、編集のインタフェース としてCGIとHTML

フォームを連携 させて用い ることが多 く、 クライア ン ト側で用 い る一般のホームページ作成 ソフ

トウェア と比較 して、 インタフェース と機能 に多 くの制約が ある。 このため、直接操作を用 いて

WYSIWYGな 編集環境 を実現 した り、 リアルタイムでページの更新 を行 った りす るシステムを構

築す ることは難 しかった。

 これに代 えて、ブラウザ上で手軽 に編集で きるとい うメリッ トを活か しなが ら、上記の欠点 を克

服 したソフ トウェアを開発 することが求め られている。本論文では、Wikiと 同様の手軽 さで、 リ

ァルタイムに動的なページの更新を行い、かつ 自由なレイアウ トのページを直接操作によって作成

で きるウェブページの共有システム 「NOTA」 を提案 する。本 システムはFlashを サポー トする

一般のブラウザ上で動作す る。HTMLの 知識がな くとも、テキス ト、画像、図形が混在 したペー

ジを、 ドラッグ&ド ロップを多用 した分か りやすい操作方法によ り、複数のメ ンバーで協調的に作

成お よび管理す ることがで きる。NOTAに おけるページの編集の ワークフローを図4.1に 示す。

4.2 従 来 の シス テム

 ローカルHTMLペ ージを作成 し、サーバーにアップロー ドす る従来の方式には、二っの欠点が

ある。ローカルで管理 するため、ページを修正す るたびにア ップロー ド作業が必要であ ることと、

ローカルページが共有で きないため、複数人での編集 作業が難 しい ことであ る。 このため、Web

上で手軽 にページを更新 した り、複数人で協調 的にページを作 ってい くことは困難だった。 これ

らの問題 を解決す るために、ブラウザ上でCGI、 Java等 を利用 し、ページの編集 を可能 にするシ

ステムが考案された。 その代表例 としてWikiが ある。

wikiは 、ブラウザ上でHTMLペ ージ全体の編集が行 える点 と、 HTMLタ グを使用せずに簡単

な記号を記述することで、段落の修飾や、動的な リンクの作成が可能である点が優 れている。ペー

ジの編集は各ページの最上部 にある[編 集]と いうリンクを開 き、HTMLのFORMタ グを利用 し

たテキス トボックスを表示 させ、 その中で本文を編集 し、[送信]も し くは[保 存]ボ タンを押す こ

とによって行 う(図4.2)。Wikiに は、編集開姶 と編集完了後の送信の間の時間差があ るため、同
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時 に複数人が編集作業 を行った場合には編集 内容の衝突が起 こる。 この問題 の回避策はない。 ま

た、Wikiは 本文の編集は簡 単に行えるが、文の修飾を変更 した り、画像 を貼 り付 けた りす ること

は難 しい。多 くのWikiプ ログラムでは、定 め られたタグで文字を囲んだ り、別途 ファイルをアツ

プロー ドし、 ファイル名 を指定 することで これ らを実現 しているが、テキス トベースで あるため、

GUIに 親 しんだユーザーには受け入れ られず、結果 としてWikiは これ らのユーザー にはあま り

利用 されていない といえ る。

4.3 NOTA

 前述 の ような問題 を解決す るために、NOTAと い うシステムを開発 した。 NOTAは 、従来の

HTIII、 を利用 した ウェブページの動的作成 システムの問題 を解決 し、 Flashを 用いた直感的 な

インタフェー スを持 つ 、～℃bの 共有システムである。NOTAを 利用 する ことによ り、Wiki同 様

の 手軽 さで、表現 力が高いペー ジの作成 ・共有 を 手軽 に行え る。すなわ ち、マ ウス操作 によ る

WYSIWYGの ページの編集機 能を持 ち、手書 き線や、図形の貼 り込 みなどが簡 単に行 える。 ま

た、送信 コマン ドを押 さな くて も非同期でサーバー と通信 し、編集するたびに保存お よび更新 を行

う。 これによって、複数の クライア ン トで編集中の画面 を共有 することがで き、複数のメンバーで

協調的 に作成および管理す ることがで きる(図4.3)。

 Webに おける動的なペー ジの作成 と共有 を可能 にす るためのソフ トウェア としてFlashを 用 い

た。Flashが 非常に多 くのプラットフォームをサポー トし、ウェブページの不可欠 な部分を占めて

い ることに着 日 し、FlashとCGIを 連携 させ、動的な ウェブページの作成 を行 うこ とを試 みた。

具体的には以下の機能 を持つ。

● す べ て の 書 き込 み が 、～℃b上 でw'YSI≪'YGに 共 有 口∫能 で あ る 。
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図4.2.一 般 的 なWikiの 編 集画 面

●画面上の どの位置 に対 して も文字 を貼 り込む ことがで きる。

● ドラッグによ り手書 きで線 を引 くことがで きる。

●基礎的な図形作成機能 を備 える。

・JPEG, PNG, GIF, BMPな どの画像 をアップロー ドし、どの位置に も自由に貼 ることがで

 きる。Flashは 、外部の画像の読み込みでJPGの みをサ ポー トしているので、画像 をア ッ

 プロー ドした際 に、ImageNlagickを 用 いて、画像 の形式をJPGに 変換 している。

・Windows、 Mac、 Linux、 携帯端末(一 部)な どほぼすべてのプラッ トフォームでそのまま

 動作す る0

・ページ間 に リンク構造 を持たせ、容 易にペ ージ間で リンクを作成で きる。 リン クを構 築す

 る際に、Wikiと 異な り、単語に よる リンクは採用 しなか った。 NOTAで リンクを張 るに

 は、既存のページの一覧か らページを選ぶだけで よく、自動で リンクを貼 る機能が必要で な

 いと考 えたか らで ある。

・作成者の情報を記録 し、オブジェク トを作成者単位で管理で きる。
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図4.3 NOTAの 協 調 的編 集 の概 念 図

●複数人で同時に書 き込み を行 った場合、他人の編集がただちに反映 される。

●PDF並 の印刷機能 を持っ。

4-4 NOTAの 使 い 方

 NOTAの 編集画面を図4-4に 示す。画面上部の 「ツールバ ー」、画面右のL覧 」、そ して画面

中央の 「ページ本文」の領域 か ら構成 される。NOTAの 使い方を説明す る。

4.4.1 基 本 ツ ー ル

 以下に編集画面の各領域につ いて、簡単に述べる(詳 細は各機能の解説で述べ る)。

 1.「編集」ツール

   画像 などのオブジェク トを選択 し、移動 ・編集するために使用す る。

   編集画面に切 り替 えた直後 は、このツールを選択 した状態になる。

 2.「ペ ン」ツ-ル

   手書 き線の入力を行 うために使用する。

   このツールが選択 されていると、 ツールバー下部に 「色」「太 さ」が表示 され る。



第4章NOTAの 設計 と開発 26

惑 鱒◎↑A一 糠 鹸NOTA-M。ziFfe f'saf。Y

ファイル(E) 繍集(旦) 表示(V) 履歴⑤ ブッウマーク(旦) ツールm ヘルプ(豊

識 無§燃 叙 姦釜 ∴ 譲劃
               辮           膨'

、嘉 叙 愚螺 ←
、蕊轟心 織
saki.s通il管理人1さ んが 使用中

友人に教える ヘルプ 全画面

懇 淵English

     _観 、

一覧  貼る  設定

 、㌧ ミご  、へ 、   A

 

識

 

雛

《

識

 

細
、

溝

厄

 

茎

"

ε
k

 

曲

 

 

い

溝

、

…

、.

騨
磨

ジ

斡

騨
蕪

、
蓄

、

斡・

」

感
㍗
"

M
二

騨

、ミ ε、購 二 ・㍉ 函 .三門

、.薄

・鳳 
、 1'e・

転1ぶ 認 淋 ・。慧 、_ _N 、、＼"、N

葡 地坦からテータを転 逮しています.

レ v

図4,4 NOTAの 編 集画 面 の例

3.「 消 し ゴ ム 」 ツ ー ル

 手 書 き線 を 消 す の に使 用 す る。

4-「 図 形 」 ツ-ル

 丸 ・三角 ・四 角 ・星 型 な ど 、 多 彩 な 図 形 を 描 画 す る際 に 使 用 す る。

 この ツ ー ル が 選 択 さ れ て い る と、 ツ ー ル バ ー 下 部 に 「色 」 と図 形 の 選 択 メ ニ ュ ー が 表 示 さ

 れ る。

5.「 文 字 」 ツ ー ル

 文 字 を 入 力 す る 際 に 使 用 す る。

 文 字 の 色 、 サ イ ズ、 フ ォ ン トを ワ ン ク リ ッ クで 簡 単 に 変 更 で き る 。 文 字 を 選 択 し て い な い状

 態 で 色 を 選 ぶ と、 テ キ ス トボ ッ ク ス 全 体 の 背 景 色 と な る。 な お 、NOTAは ユ ニ コ ー ド に 対

 応 して い る た め 、 多 言 語 の 人 力 もで き る 。

6.「 一 覧 」

 ベ ー ジ や ア カ ウ ン トの 管 理 、 画 像 ・フ ァ イ ル ・プ ラ グ イ ン の 貼 り付 け 、 全 ペ ー ジ を 対 象 に し

 た 検 索 な ど を 行 う。
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7。 「ページ本文」

 編集領域であ る。 ここに文字 を入力 した り、手書 き線 を入力 した りする。

4.4.2  言忍言正

 「閲覧画面」か ら 「編集画面」に切 り替 えるには、 ツールバーの 「編集開始」ボタンを押 す。パ

スワー ドの入力ダイアログが表示 され るので、サイ トの管理者か ら発行 されたユーザ ー名 とパス

ワー ドを入力する。

4.4.3 写 真 の貼 り付 け

次 に、NOTAの ペー ジ上に画像を貼 り付ける方法を述べ る。 ローカルの画像 を選択 し、 アップ

ロー ドす る と、ただちにページ中央 に画像が貼 り付け られる。画像 のサイズや位置 は自由に決 め

るこ とがで きる。

1.画 面右の 「貼 る」 タブを選択 して、「参照」ボ タンを押 す(図4.5)。

2.「 ファイルの選択 」ダイアログが表示 され るので、ページに貼 り付 けたい画像 ファイルを選

 択す る。

3.「 参照」 ボタンの左側 に貼 り付けたファイルのパ スが表示 され るので、確 認後 「貼 り付け」

 ボタンを押す。

 NOTAに 貼 り付 けられた画像 は自動的にJPEG形 式で圧縮 され、幅700ピ クセル、50KB前 後

のサイズにな る。 しか しデ ィスプレイ上で は元画像 との差 はほ とん ど分か らない。美 しく見せた

い ときには、 「高精細」 というチ ェックボ ックスを有効に してか ら 「貼 り付 け」ボタンを押す。高

精細で貼 り付 け られた画像 は、幅1000ピ クセル、200KB前 後 のサ イズに圧縮 され る。デジ タル

カメラで撮影 した風景写真な どを貼 り付けるときには 「高精細」を有効に した方が よい。

 対応画像 ファイルは、JPEG、 PNG、 TIFF、 BMP、 PICT形 式のフ ァイルであ る。 アニメー

シ ョンGIF、 透過GIF、 透過PNG形 式 には対応 していない。

 貼 り付けた画像の大 きさを変更す るには、図形 や文字領域の大 きさ変更 と同様 、右下の 「サイ

ズ調節っ まみ」をマウスで ドラッグして行 う。元画像の縦横 比を維持 してのサイズ変更を行 いた

い ときには、Shiftキ ーを押 しなが らドラッグす るか、画像の左上 と右下 の対角線上 にマウスを ド

ラッグする。縦横比を維持 した位置の ときにはマウスカー ソルが吸着 した ような動作をする。

4.4.4 フ ァ イ ル の 貼 り付 け

 NOTAで は、貼 り付け るファイル として画像 ファイル(JPEG、 PNG、 TIFF、 GIF形 式 など)

が選択 された場合 にはページ上 にその ままイメー ジ として貼 り付 けられる。画像 以外の ファイル

(PDF、 DOC、 XLS形 式な ど)が 選択 された場合には、 ファイル名つ けのアイ コン として貼 り付

けられ る。
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図4-5 フ ァイ ルの貼 り付 け

貼 り付 けたファイルの種類 によって、表示 され るアイ コンが異 なる。 ファイルの種類 とアイコ

ンの対応 は以下 とな る。

4.4.5 手 書 き線 の描画

 NOTAの 特徴の1つ に、手書 き線の描画機能がある。描画のインタフェースは-一般的なもので

あるが、NOTAの 場合は、 Web上 でなめらか な線 を描画す るために独 自のアルゴ リズムを実装 し

た。 アルゴリズムについて は、後述す る。

 画用紙 にペンで絵 を描 くように、ページ内の好きな位置に、好 きな色 ・太 さで手書 き線 を書 くこ

とがで きる。ペ ンの先端部分が入力位置 になる。 ドラッグす ることで、線が描画 される(図4.6)。

他の色や太 さに変更 したい場合 には、 その都度 ツールバーの 「色」 「太 さ」か ら選択する。ペンタ

ブレッ トを利用すれば、よ り精緻 な絵 を描 くこともで きる。以下に利用方法 を示す。

1.ツ ー ル バ ー か ら 「ペ ン ツ ー ル 」 を 選 択 す る。 マ ウ ス カ ー ソル が ペ ン に 変 更 さ れ る。

2.ツ ー ル バ ー 上 部 の 「色 」 か ら好 き な 色 を 選 択 し、 「太 さ 」 か ら ペ ン の 太 さ を 選 択 す る 。

3.好 き な位 置 に マ ウ ス や ペ ン タ ブ レ ッ トで 入 力 す る。
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一
図4.7 手書 き線 の消 去

4.4上6 手書 き線 の消 去

 入力 した手書 き線 を消去 したいときには 「消 しゴムツール」 を使用す る。 なお、「消 しゴムツー

ル」を選択 している状態の ときに画像や図形の.ヒで ドラッグ操作をすると、画面上ではそれ らも消

去 されて表示 され るが、実際には消去されない。「消 しゴムツール」で消去で きるの は 「ペ ンツー

ル」 による手書 き線だけで ある。 削除の方法を以下に示す。

1.ツ ー ル バ ー か ら 「消 し ゴ ム ツ ー ル 」 を 選 択 す る 。 マ ウ ス カ ー ソ ル が 「消 し ゴ ム 」 に 変 更 さ

 れ る 。

2.消 去 し た い 手 書 き線 の ヒを マ ウ ス で ド ラ ッ グ す る(図4.7)。

4.4-7 リ ン ク

 NOTAに おいて 「リンク」機能 は重要 な意味 を持 って いる。 Webが 普及 したのは、異な るリ

ソース間 を結 びつける リンク機能があったため とも考え られ るが、 これ までのHTMLで の リンク

作成 はタグによるマークアップが必要で、HTMLに ついての知識がない全 くのパ ソコン初心者が

行 うにはい ささか敷居が高 く、操作 も直感的で はなか った。

 そこで、NOTAは リンクの作成 ・修正 を誰 もが簡単、かつ直感的 に行 えるような機 能を実装 し

た。NOTAで の リンクの設定方法 は以下の ように行 う。

1.リ ンクを設定 したいテキス トをマウスで範囲選択する。



第4章 NOTAの 設計 と開発 30

 醸驚  文寧  取

  覇
【新規 ベージを作 戴】

【リンウを解饒 】

手 書 き入力

梅 溝 開

図 形 色 々

ト≦(貰ムへ の招 祷

キやプ チャー リスト

文 字 を書 く

榔

i▼

外 部のURL:

http://nota.jp/

燐黙樋 臨

図4.8 リンクの選 択

2.ツ ー ル バ ー 下 部 の 「リ ン ク 」 に マ ウ ス カ ー ソ ル を あ わ せ る と、 自動 的 に リ ン ク設 定 メ ニ ュ ー

 が 表 示 さ れ る(図4.8)。

3.NOTAサ イ ト内 の ペ ー ジ へ の リ ン ク を 設 定 した い 場 合 に は 、 リス トか ら ペ ー ジ を 選 択 す る0

 外 部 の ペ ー ジ ヘ リン ク を 張 りた い場 合 に は 、 「外 部 のURL」 欄 に ア ド レ ス を 入 力 す る 。

 なお、文字を範囲選択 していない状態で、 「リンク」か らページを選ぶ と、カーソル位置にペー

ジタイ トルが挿入 され、そのページに対する リンクを張 ることがで きる。

II・ リンクか らの新 規ペ-ジ 作 成

 NOTAに おいて、新規ページを作成す る方法はツールバーの 「新規作成」ボタンを押す以外 に、

もう1つ 、 リンクか ら作成 する方法がある。

 任意の文字を選択 し、「新 しいページヘ リンクを張る」を選ぶ と、選択 したテキス トをタイ トル

とする新規ページが作成 され る。新規ページには、元のページへの リンクが自動で作成 され る。 リ

ンク先 とリンク元が相互に リンクされることで、リンク構造が構築 される。新規作成ボ タンを押 し

て作成 した新規ページでは、ページのタイ トルは常に 「新規ページ(作 成 日)」 となるが、 リンク

機能 か ら作成 したペー ジでは、 そのページへの リンクを設定 したテキス トの内容が 自動的 にペー

ジタイ トルに設定 される。

 もうひ とっの特徴 として、 リンク機能か ら作成 した新規 ページで は自動的 に作成元 ページへの

リンクが 「リンク元へ戻る」 として作成 され る。つま り、設定元ページか ら設定先ページへの一方

向 リンクの作成 だけでな く、自動的に相互 リンクが作成 される(図4.9)。

 リンクか らの新規ページ作成方法は以 下の ように行 う。
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図4.9 NOTAに よ る相 互 リン ク

 1.リ ンクを設定 したいテキス トをマウスで範囲選択す る。

 2.ッ ールバー下部の 「リンクJに マウスカー ソル をあわせ ると、自動的に リンク設定メニュー

   が表示され るので、「【新規ページを作成】」を選択する。

 範囲選択 したテキス トをタイ トルに持つ新規ページが作成 され、 「リンク元へ戻 る」には自動的

に作成元ページへの リンクが設定 され る。

4.4上9 オ ブ ジ ェ ク トの 操 作 と部 品 の 重 な り順

部品の移動

 部晶を移動 するには、部品選択時に左上に表示 されている 「移動」部分をマウスで ドラッグす る

(画像 ・図形 ・プラグインでは、各部品本体の ドラッグ操作で も移動可能)。 削除するには、右上に

表示 されている赤い 「×」印をマ ウスで クリックする。

部品の削除

 誤 って部晶を削除 して しまった場合 には、ツールバーの 「取 り消 し」ボタンを押す。 「取 り消 し」

ボタ ンを押すたびに、実行 した操作が1つ ずつ取 り消 され る(た だ し、他のページに移動 した場

合には、移動前のページの操作を取 り消す ことはで きない)。 取 り消 した操作 を復帰 したい場合に

は、同じ くツールバーの 「取 り消 しを戻す」ボタンを押す。

色の指定 と部品の重な り順

 色は 「文字入力領域」「図形」においてのみ設定が可能である。図形では塗 りつぶ し色を、文字

入力領域では文字色 と背景色を設定で きる。 また、「図形」 と 「画像」「挿 し絵」には 「透明効果」
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をつけることもで きる。

 透明効果が有効 にされた部品 は薄い色で表示 され、その部 品の下 に重ね られている部品 を透過

表示す るよ うになる。設定方法は、 どち らもツールバ ーの 「色」「透」か ら行 う。

 異なる部品を何層 にも上下 に重ね ることもで きるが、 よ り面積の小 さい部品が 自動的 に上に表

示 される。 これによ り、部品の重 な り順 を変更するコマ ン ドを用 いな くても、小 さな部品が下に

隠れ ることがないため、部品の操作が しやすい。

4.5 NOTAの 実 装

本節では、NOTAの システムの新規性 を4つ に分類 して、詳述す る。

4.5.1 リアル タイ ム編集 の 実装

 NOTAに は、クライアン ト・ソフ トウェアやCGIで 用い られ る 「保存」や 「送信」 といったコ

マン ドが、ユーザーに対 して用意 されていない。入力 した文字や、手書 きの線 などは書 き込みが

行われた直後 にCGIを 通 じてサーバーに送信 され、保存 され る。同時に、ページを閲覧 して いる

他のユーザーの表示 に更新が反映 され る。一般 にHTMLか らCGIを 用 いるためには、 HTMLの

FORM要 素内においてSubmitボ タンを配置 し、 それをマウスでクリックす るか、キーボー ドの

キー を押す必要があ り、 自動的にユーザーの入力を検知 し、サーバーに送信 することはで きない。

また、自動で送信 され、サーバーに保存 されたデータの更新 を別のクライアン トがユーザーか らの

入力を受 けるこ とな く行 うことはで きない。

 サーバー に送信す る際に、ユーザ ーによる保存や送信等の入力が必要 なシステムは、いずれ も、

最新のデー タを表示 し、それを編集 し、サーバーに送信 して更新する とい う過程 においてタイムラ

グが発生す るので、同一データを異なる端末 において同時に編集作業を行 った場合、いずれかの更

新 は破棄 されることとなる。

Web上 で動的なページの作成 を行 う際に、 これ らのコマン ドを選択 しなければ情報が送信(も

しくは保存)さ れないのは、即時性や手軽 さを考慮 した場合 に障害 となる と考 える。NOTAで は、

文字の変更、図形 の移動/サ イズ変更/回 転、画像の貼 り付けなど内容が変更 された直後にクライ

ァン トか らサーバ ーに差分データを送信 し、サーバー上 に保存す る。図4-10に 、流れを示す。各

クライアン トは、サーバーのデータが更新 され ると、更新情報をサーバーか ら取得 し、クライァン

トの描画 を更新す る。

 NOTAに おいては、部品 ご とに更新 日時デー タを持 って いるため、各 ク ライアン トが 同時 に

別 々の部品 を操作 して も衝突が起 こることはない。また、同一の部品 を操作す る場合において も、

あ るクライアン トが部品を移動 し(X、Y値 を変更す る)、同時 に別 のクライア ントが部品を拡大 ・

縮小 する(WIDTH、 HEIGHTを 変更す る)な どのように異 なる属性値 を変更 する場合 は衝突 は

起 こらない。同一の部品の同一の属性 を二つ以上の クライアン トが同時 に操作 した場合は、衝突

が生 じる。 この場合 は、時間的に前 に操作 したクライアン トの操作は、後に操作 した クライァン ト

の操作に よってデータが上書 きされ、無効になる。
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本図のようなデータの流れにより、データに
アクセスする全てのクライアン トコンピュ
-タ のブラウザの表示が リアルタイムに更

新 され、即時の文書の編集が可能になる。

図4.10 リアル タ イム編 集 の流 れ

4.5.2 ユ ー ザ ー ア カ ウ ン トと編 集 権 限

 NOTAで はページ内の各部品 について、誰が最初 に作成 したのかを簡単に確認す るこ とがで き

る。確認 するには、 「編集画面 」にお いて、作成 者情報 を確認 したい部品 をマウスで選択する と、

部品のす ぐ上に作成者情報 と作成 日が表示 され る。更新 された部品には、 「作成 日」の下 に 「更新

日」が追加 され、更新 日時が表示 される。

 NOTAで はサイ トを開設 した管理人以外の人 もページを編集することがで きる。 しか し、ユー

ザーが操作 可能な権 限は3種 類 に分類 されている。ユーザーアカウン トを持っている人 は、その

アカウン トに許容 された範囲内の編集操作を行 うことができる。

 NOTAに 用意 されているユーザーアカウン トは 「管理者」「会員」 「ゲス ト」の3種 類に分かれ

ている。 それぞれのアカウン トで実行可能な操作を表4.1に 示す。

 「管理者」権 限のユーザーは、新規アカウン トの作成や他人が作成 したページの削除な ど、NOTA

サイ トの運営に関わ る操作権 限を有 している。 そのため、「管理者」権限は信頼で きる人にのみ発

行する。
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表4ユ アカウント別実行可能操作表

管理者 会員 ゲス ト

追加書き込み 可能 可能 可能

自分の部品の編集 ・削除 可能 可能 可能

他人の部品の編集 可能 可能 不可

新規ページの作成 可能 可能 不可

自分 のページの削除 可能 可能 不可

他人の部品の削除 可能 不可 不可

他人のページの削除 可能 不可 不可

ページの凍結 可能 不可 不可

ユーザー管理 可能 不可 不可

第三者の閲覧制限 可能 不可 不可

4.5.3 HTMLと の互換 性 とデ-夕 構 造

NOTAは 、既 存のHTMLに よるWWWと の互換 性 を最大 限保つ よ うに設 計 され てい る。

NOTAの ページ1つ にURLが1つ 与 えられ るので、 HTMLペ ージか らNOTAの ページに対 し、

リンクを張 ることがで きる。逆にNOTAか ら外部のURLに 対 しリンクを張 ることも可能である

(図4.11)。

 デー タ構造 として、サーバー内にページご とにXMLフ ァイルでオブジェク トを管理 してい る。

ページ内で最上位 に位置するテキス トの一行 目をタイ トル として利用 するが、 ファイル名は他 と

重複 しない固有のIDで 管理 されてお り、 タイ トルが変更 された り、 リンク元の文字列が変更 され

て も、 リンクが切 れるこ とはない。オブジェク トも固有のIDを 持ってお り、 IDご とに作成者の

情報 を管理 しているので、オブジェク ト単位で作成者 を識別で きる。

4.5.4 手 書 き線 の実装

 NOTAは 、 Adobe Flashを 利用す ることにより、マ ウスの ドラッグ操作でV ℃b-ヒで手書 き線

を描画で きることが特徴の1つ であった。 しか し、マウスによる描画は、カーソル位置の検出点を

直線で結ぶ とい う仕様であったため、マウスの動作 のぶれに よって描画す る線 にもぶれが生 じて

しまうとい う欠点 を持 っていた。特 に、ラップ トップ型のPCに おいて、タッチパネルを用いて き

れいな線を描画するのは難 しか った。 これを解消す るため、検出点のぶれを補正 し、各点の間 をベ

ジェ曲線 を用 いて曲線 でつな ぐことで、なめらかで 自然 な手書 き線 を描画す る手法を開発 した(図

4.12)。 これを用いてNOTAで 実際に絵 を描 いた例 を図4。13に 示す。

 マウスで描 いた線 をスムーズに補正す るためには、多少のぶれは吸収するが、ユーザーの意図的

なぶれ(方 向転換や、角など)は 確実に反映する必要がある。 また、スムーズな線 を生成するタイ
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図4-11 表 示 互換 性 の確 保

ミングには、ユーザーがマ ウスの ドラッグを終 了 したのち検出点をま とめて計算 し生成す る方法

と、 ドラッグ している途中で現在の検出点 を元に、随時スムーズな線を生成 してい く方法があ る。

今 回は後者 を選択 した。具体 的なベ ジェ曲線 のアル ゴ リズムにつ いて述べ る。 まず、最初の検 出

点Aを 記録 する。次 に検 出点が変更 され るたびに、現在 の検出点Bと 検出点Aを 線分Cで 結び、

検 出点A～B問 のすべての検出点 について、線分Cと の距離 を測 る。 この距離が定義 されたぶれ

幅Dを 超えた ときに、その点Eを 意図的なぶれ とみなす。 この とき、A-E間 で、線 分A-Eと そ

の間にあ る検出点の距離 をすべて測 り、最 も遠い点Fを 頂点 とする曲線A-F-Eを 描 画する。 これ

を繰 り返 し、なめ らかな曲線 を描画する。 さらに、曲線 と曲線 のベジ ェの補助線の角度が水平に近

い ときは、補助線 を水平に補 正することで、曲線通 しのつなぎをスムーズに している。 また、描画

す る線の太 さによ り、ぶれ幅Dの 値 を変化 させ るこ とで、太 さに応 じた最適ななめらかな線のぶ

れの閾値を設定 して いる。

 スムーズな手書 き線の描画 は、Adobe Illustratorな どで採用 されているが、 Flash上 で実現 し

てい るものはない。本手法 はアルゴリズム も単純なため、Flashな どの軽快 さを求められる環境 に

おいて利用 可能である。 また、同様の研究の例 として、田川氏の 「Afterglow」[田 川]が ある。

4.5.5 機 能 の 比 較

表4,2にNOTAと 他 の シ ス テ ム との 比 較 す る。
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図4.12 Flash上 で 、 ス ムー ズな手 書 き線 を描 画 す るプ ロ トタイ プ

図4-13 NOTA上 で、 手 書 き線 を用 い て レ タ ッチ した例
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表4-2:各 種Webペ ージ作成 システムの基本機能の比較

手作業管理方式 Wiki方 式 NOTA方 式

ページの作成 ×動 的な作成 は不 可。 ○ 単語 による リンクも

しくは新規作成ボタン。

○単語の リンクも しく

は新規作成 ボタン。

ページの作成 ×動的な作成 は不可。 0単 語 によ るリン クも

しくは新規作成ボタン。

0単 語の リンクも しく

は新規作成 ボタン。

リンクの作成 ×フ ァイル名 によ る指

定が必要。

△ 単語(WikiWord)に

対 し自動で リンクが作

成 され る。

○既存の ページの一覧

か ら選ぶ とリンクが作

成 され る。

書式の設定 ◎HTMLの 範 囲内 の

書式すべて。

×定め られ た書 式 をタ

グで指定。

○サ イズ、色 な ど基本

的な ことのみ可。

画像の貼 り付け ○画像 ファイル を ファ

イル名で指定。

△ 画像 ファイルを別途

ア ップmド し、 ファ

イル名を指定。

◎画像 をア ップロー ド

すれ ば、直 ちにページ

に貼 り付け られる。

手書 きペン ×手書 きで描 いた画像

を用意すれば、可。

× 同 左 。 0ペ ージ上にマ ウスの

ドラ ッグに よ り手書 き

入力可。

図形の描画 ×図形編 集 した画像 を

用意すれ ば、可。

× 同 左 。 ○ペ ージ上で簡 易作図

が行 える。

リアルタイムの

更新

× ロ ー カ ル で 編 集 し た

も の をFTPで ア ッ プ

ロ ー ドす る。

△Web上 で編集 し、[送

伺 ボタンを押す と更新

さ れ る 。

◎変更が あ るた びに保

存 し、表示 が更 新 され

る。

ブラウザ上での

編集

×エ デ ィ タ、ホ ー ム ペ ー

ジ 作 成 ソ フ トを 用 い て

行 う。

OHTMLの フ ォーム

を用 いて ブ ラウザ 上で

編集で きる。

OFIash Pryerを 用 い

て ブ ラ ウ ザ 上 で 編 集 で

き る。

WYSIWYGな

編集

○ ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 ソ

フ トの 中 に は 、WYSI-

WYGな 編 集 を サ ポ ー

トし て い る もの が 多 い。

×テキス トベースで編

集 しなければならず、タ

グや フオーマ ツ トの知

識 が必要。

◎編集画面 と出力結果

は全 く同一で ある。

ユーザー ごとの

権 限の変更

×そ もそ も管理者一 人

しか編集で きない。

△ペ ージの凍結や、パ

ス ワー ドに よる編 集制

限な どがで きる。

○ ユーザー ご とに、 ど

こまで編集 で きるか細

かい設定が行 える

互換1生 ○一般 の ブラウザ で表

示で きる。

○ 同左。 △Flash Player6.0以

上 が 導 入 さ れ た ブ ラ ウ

ザ が 必 要 。



第4章 NOTAの 設計 と開発 38

ま とめ ペー ジの体裁 な どを思 グ ル ー プ コ ミ ュ ニ ケ ー 複 数 人 で リア ル タ イ

い通 りに編集で きるが、 シ ョ ン ツ ー ル と して 優 ムに編集で きる。図形

複数人 による リアル タ れている点が多いが、凝 や 画 像 の 貼 りつ け も

イムの協 同編集 はで き った書 式や、画像 中心 可能 で ほぼ思 い通 りの

な い 。 のペ ージを作成す るに ペー ジを作成で きるが、

は不向きである。 Flashが 導 入 さ れ て い

ない端末か らは編集で

き な い。

4.6 ま とめ

 現在、 ホームページを作成 ・管理 する際には、HTMLの 管理 とサーバーへの アップロー ド作業

が必須で あるが、これは面倒で難解 な作業であ り、初心者のみな らず、多 くのユーザーの制作意欲

を削いで いる。NOTAは 、 自由な レイアウ ト作成機能 とリアル タイムの協 同編集機能 によって、

Web上 で、グラフィカルなページを複数人で 同時に編集 するという新 しい利用方法 を可能に した。
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第5章

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ラ ッ トフ ォ-ム

と して のNOTA

NOTAに 、 アプリケーシ ョン ・プラッ トフォームとしての機能 を実装 した。 これに

よ り、NOTAの 利用方法を大 きく変 えるような変更 をNOTAに 加 えるこ とが可能 に

なった。本章では、その具体的 な仕様 と、実現可能 な機能 について述べ る。
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5.1 は じめ に

 共生開発ス タイル による開発 を促進 す るため、利用 者の細か い要求 にあわせ てシステム をコ

ミュニテ ィ内部で改変で きるこ とが必要 であ ると考 え、NOTAに アプリケーシ ョン ・プラ ッ ト

フォーム としての機能 を実装 した。 これによって、NOTAの 利用方法 を大 きく変え るよ うな変更

をNOTAに 加 えるこ とが可能 になった。 NOTAの アプリケーション ・プラッ トフォームを利用

すれば、NOTA上 で 「NOTAプ ラグイ ン」 と呼ばれるさまざまなFlashア プ リケーシ ョンを動作

させ ることができる。 またそれ らのプラグインは、「NOTA API」 と呼 ばれる-・連のイ ンタフェー

スを利用 して、サーバ ーサイ ドに情報 を蓄積 し、それ らの情報をクライアン トで同期 して利用 する

アプリケーシ ョンを容易に開発す ることがで きる環境 を実現 した。 その具体的な仕様 と、実現可

能な機能について説明す る。

5.2 プ ラグ イ ンの使 い方

 NOTAで は、ペー ジに さまざ まな機能 を追加 す る 「プラグイン機能 」が利用 で きる。現在 、

NOTAに は初期状態で、「アクセスカウンター 「簡易掲示板」「ツールバー色変更」「Webカ メラ

窓」 プラグイ ンが搭載 されてい る。 プラグイ ンをNOTAの ページに挿入す る方法は以下の通 りで

ある。

1.画 面右側の 「一覧」で 「貼 る」タブを選択する。

2.「NOTAプ ラグイ ン」欄か ら貼 り付 けたいプラグインを選択する。

 プラグインは、1ペ ージにい くつで も貼 り付ける ことがで きる(図5.1)。 貼 り付 け られた プラ

グインは、図形や画像 と同 じように、左上の 「移動つ まみ」か ら好きな位置に移動できる。 また他

の部品 と重ねて表示 した り、 プラグイ ンの上 か ら手書 き線 を描画す るこ とができる。不要 になっ

たプラグインは、選択 して 「×」ボタンを押すことで削除で きる。 これ によって、単体 としては高

度で はないアプリケーシ ョンであって も、NOTAの プラッ トフォーム上で他 の部品やプラグイン

と連携 し、NOTAの 用途 を拡張する。

簡易掲示板プラグイ ン

 簡易掲示板 プラグイン(図5.2)を 利用 すれば、NOTA上 で、掲示板の機能 を使 うことがで き

る。「簡易掲示板」プラグイ ンで は、管理者権限のユーザーのみが発言の削除を行 うことができる。

特定の発言 を削除する場合には、名前の右横に表示 されている 「×」印部分をマウスで押す。

5.3 プ ラ ッ トフ ォ-ム の 実 装

 NOTA上 でFlashア プリケーシ ョンを自由 に動かす ことがで きる機能 を開発 した ことはすで に

述べた。 さらに、NOTA APIと 呼ばれ る一連の関数を利用 すれ ば、サーバー とデータをや りとり
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図5.1 NOTAプ ラ グイ ンを貼 り付 け た画面 例
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図5.2簡 易 掲示 板 プ ラグイ ン

す るFlashア プ リケーシ ョンを迅速 に開発で きる。 またプラグイン同士 を連携 させ ることが可能

である。Flashア プ リケー ションを開発することは、特にサーバ ー とのデータ通信 において技術的

に難 しいが、NOTAで はこの通信部分が関数化(NOTA API)さ れてお り、 プラグイ ンで もこれ

らの機能をそのまま利用で きる。XMLを 用 いたサーバーへのデータ保存、読み込みがで きる。複

数人で情報 を共有 し、利用 するためのFlashア プ リケーションを短時間で開発で きる。
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図53 NOTAプ ラ グイ ンの例

53.1 NOTA APIを 用 いた開発

 NOTAプ ラ グ イ ン は 、 サ ー バ ー のpluginsフ ォ ル ダ にFlashフ ァ イ ル(swfフ ァ イ ル)を 設 置

す れ ば 、 ブ ラ ウ ザ 上 でNOTAの メ ニ ュ ー に プ ラ グ イ ン 名 が 表 示 され る 。 メ ニ ュ ー を ク リ ッ クす る

とペ ー ジ に 配 置 す る こ とが で き る た め 、 ユ ー ザ ー が 手 軽 に 利 用 で き る。

 NOTAのAPIを 呼 び 出 す た め に は 、 FlashのAction Scriptの 中 で 、 NOTA APIク ラ ス を 呼

び 出 して 利 用 す る 。

 :VotaAPI=new NotaAPI(this);

 上 記 の よ う にNOTA APIの オ ブ ジ ェ ク トを 呼 び 出 す 。 引 数 に は 、 NOTAの イ ベ ン トを受 け 取

るMovieClipを 指 定 す る 。 通 常 、 「this」 を入 れ る。 こ の 記 述 は 、 ス ク リ プ トの は じ め の 方 で 、 プ

ロ ジ ェ ク ト1つ に つ き一 度 だ け 呼 び 出 す 。

サーバーの保存場所

 NOTAプ ラグインは、 プラグイ ンの部品ご とに固有の情報(プ ロパ ティ)を サーバーに保存 し

てお くこ とがで きる。情報はXti1L形 式で、サーバ ーのNOTAデ ータフォルダ内に 「プ ラグイン

のID名-xml」 という名前で保存 され る。プラグインは、 NOTAが 自動で決定す るファイル とは

異なるファイルにアクセス ことはできない。 しか し、下記の関数を用いることで、サーバーの ファ

イルに関 して意識 することな く、情報を扱 うことがで きる。

具体 的な コーディング方法

 具体 的なコーデ ィングの流 れをソース コー ド5.1に 示す。 よ り詳細 な情報に関 して は、NOTA

APIマ ニュアル[永 田](図5.4)に 掲載 している。
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NOTA APIの 使 用 例

 例 え ば 、 ア ク セ ス カ ウ ン タ ー の プ ラ グ イ ン を 作 る こ とを 想 定 す る 。 ア ク セ ス カ ウ ン タ ー は 、サ ー

バ ー に 現 在 の ア ク セ ス 回 数 が 記 録 さ れ て お り、 ブ ラ ウ ザ で ペ ー ジ が 読 み 込 ま れ る た び に 、 そ の

回 数 を 取 得 し、 数 字 を1足 して 、 ま た サ ー バ ー に 保 存 す る 。 こ の 場 合 、NOTA APIを 利 用 し て

loadData関 数 を 呼 び 出 し、 onLoadDataイ ベ ン トで 受 信 し た 値 をMovieClipに 表 示 させ 、 そ の

後 、 値 を1足 し、writeData関 数 を 呼 び 出 す 。

53.2 NOTA APIを 利 用 した作品例

 NOTAプ ラグイ ンで、考えられる作品は以下に列挙する。 NOTAの プラグイ ンを開発す るとき

は、常に リアル タイムに複数人が使用する ことを考慮 する必要がある。また、NOTA APIを 使っ

て、 リアルタイム性 を活か した開発が可能であ る。



第5章 アプリケーシ ョン ・プラッ トフォームとしてのNOTA 45

5.4 ま とめ

 NOTAの アプリケーシ ョン ・プラッ トフォーム機能の具体的な仕様 と、実現可能 な機能 にっい

て述べた。本機能 は、プラグイ ンをユーザーが必要 な ときにク リックしてページの好 きな位置 に

貼 り付 けて使 うという新 しい利用方法を持 ってい ることを説明 した。 また、サーバー との通信 を

簡略 に実装できるNOTA APIと 呼ばれ るイ ンタフェースを利用 して、複数のユーザーが同時に情

報 をや りとりするような機能 を持つ プラグインを開発可能であることを述べた。
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第6章

NOTAの 利用事例 と応用

 NOTAネ ッ トワー クの活動 によ り、NOTAは 横浜市を中心に多 くの市民団体 に普

及 した。本章では、それ らのNOTAを 活用 したコ ミュニティの うちい くっかを取 り上

げ、NOTAの 利用事例 を述べ る。
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6ユ は じめ に

 NOTAは 、自由度の高い プラットフォーム指 向のシステムであ り、市民などの一般ユーザー を

対象に設計 されていることは前章 までにすでに述べた。

 2004年 以降 は、NOTAネ ッ トワー クの活動 により、NOTAは 横浜市 を中心に多 くの市民団体

に普及 した。本章で は、 それ らのNOTAを 活用 した コミュニテ ィの うちい くっか を取 り上 げ、

NOTAの 利用事例 を紹介す る。

 ここでは、NOTAの 使 い方 を工夫 して コミュニテ ィ活動に合わせて利用 した事例 と、コ ミュニ

ティ内でNOTAの プラグインを開発 してNOTAを 拡張 して利用 した事例の二つ に分 けて論 じる。

6.2 NOTAの 使 い方 を工 夫 した事 例

NOTAの 使 い方を工夫 して コミュニティ活動 に合 わせて利用 した事例 について述べる。

6.2.1 サバ イバ ル ジュニ ア プ ロジ ェク ト

 小学3年 ～6年 までの子供たちが防災につ いて学 び、地域の防災情報 を調査 するプロジェク トに

おいてNOTAが 利用 された。本 プロジ ェク トは、地域の防災情報 を学校 外の活動 として大学、地

域が連携 して実施 した ものである。

 2005年8月 ～9月 にか けて行 われた防災キ ャンプ とシ ンポジウムにおいてNOTAが 用い られ

た。NOTAを 自分の住 む地域 の防災情報 を調べたこ とを書 き込み、発表する場 として使 っている。

それぞれの地図は子供が 自分で歩いて調べ、NOTAに 書 き込んだ。 これ らの情報 はNOTAを 使

うことによって、いつで も新 しい情報 を自分た ちが更新することがで きる。

6.2.2 つ づ きTraffic Project

 「っづ きTra田c Pr0ject」 で は、横浜市都筑 区における道路や交通の状況 を市民がNOTA上 で

報告 し、そのペー ジを市 に提出す ることによって実際 にその場所 の道路の改善 につ なげ るとい う

試 みが行 われた。交差 点 ごとにNOTAの ページを作成 し、そのペー ジに交差点の写 真が ア ツプ

ロー ドされてい る。 その写真 に注釈 をつけた り、場所 に関 しての議論が そのページ上で展開 され

る。各交差点のペ ージへ は、市全体の地 図をアップロー ドしたページか らリンクが張 られ、地図

上の地点 をク リックするこ とで、移動で きるよ うになっている。写真や手書 き文字 な どの リッチ

コンテンツがWeb上 で書 き込 める点 と、誰で も参加で きる点が有効 に利用 された。 このNOTA

のページを市に提出 し、実際に道路が改善 され るとい う成果 も得 られた。NOTAは 最初か らリッ

チ コンテンツを作成 で きるがゆえに、行政に提出す る際 に改めてデザインを作 り直す必要がない。

そのため、説得力のある文書 をす ぐに作成で き、結果的 に市民の意見 を政策に反映するまでの時間

を短縮で きた可能性があ る。 このプロジェク トは現在 も進行 中である。
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6-3 NOTAの プ ラグ イ ンを 開発 した事 例

 コミュニティ内でNOTAプ ラグインを開発 してNOTAを 拡張 して利用 した事例 にっいて検討

する。

6.3.1 障 害 者 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支 援 プ ラ グ イ ン

 障害者 コミュニケーシ ョン支援 プラグインは、京都の養護学校 にお いて、障害者を持っ生徒がア

イ コンで意志 を伝えるために制作 された。画面例 を図6.4に 示す。ユーザーは、伝えたい内容が描

かれたアイコンを選択 し、NOTAの ページにアイコンを貼 り付 ける。 アイ コンはプラグイン とし

て制作 されてお り、 クリックする とアイコンの意味を日本語 の音声で再生する。NOTA上 でプラ

グインを自由に移動で きる とい う機能 を利用 して、ユーザーは、アイ コンを並べ替 えた り、サイズ

を変更 した りすることに よってよ り複雑な意志を伝え ることが可能 になっている。
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6.3.2 NOTAビ デ オ会 議 室 プラ グイ ン

 NOTAの プラグイン として、ビデオ会議室 プラグインが開発 された(図6.5)。 開発 はNOTA

ネ ッ トワー クのメー リング リス トを通 じて千葉恭弘氏 を中心 に行われた。 この プラグインを利用

する と、NOTAの ページ上 に会議室 プラグインを貼 り付けるだ けで、多地点のWebカ メラの映

像 を同時にス トリーム配信す るこ とがで きる。音声 に も対応 してお り、マイクを使用す ることで、

多地点の音声の相互配信がで きる。本 システムの新規性 は、 クライアン トに特殊 なソフ トウェァ

をインス トールする必要が ない点にある。 また、NOTA上 で動作す るため、 ビデオ会議室を しな

が ら、同時に図 を利用 した情報共有が可能である。普及 レベ ルにあ るビデオ会議室 システム とし

てSkypeとMSN Messengerが あるが、多地点の映像の相互配信 はサポー トしていない。 ビデオ

会議室 プラグインでは、多地点の映像 の相互配信 に加 え、不特定多数のクライアン トに映像を配信

するこ とがで きる。つ ま り、会議 の 「聴講」が可能である。
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実 装

 サ ー バ ー 側 はFlash Media Serverの フ リー 版 を 利 用 した 。 シ ス テ ム は 、 Flashア プ リ ケ ー シ ョ

ン と して 開 発 し、NOTA APIを 利 用 してNOTAプ ラ グ イ ン と し て 動 作 させ て い る。

運用

 2006年1月11日 に開催 されたNOTAネ ッ トワーク関西の ミーテ ィングにおいて、発表の様子

をNOTAペ ージで13時 か ら18時 まで5時 間連続 してス トリー ミング配信 した。合計4っ の ク

ライアン トが このページにアクセス し、会場の映像 と音声 を受信 した。1つ のクライァン トでは、

一定間隔で ブラウザが ダウンする とい う不具合が起 きたが、それ以外の クライアン トでは正常 に

受信で きることが確認できた。
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6.3.3 C-Shirtsプ ラ グ イ ン

 C-Shirtsは 、 NOTAを 使 っ て 、 CreativeCommonsラ イ セ ン ス の 作 品 を 組 み 合 わ せ てTシ ャ ツ

の デ ザ イ ン を 作 り、 そ れ を 実 際 のTシ ャ ツ(Cシ ャ ツ)と して 注 文 す る こ と もで き る シ ス テ ム で

あ る 。NOTA上 でTシ ャ ツ の 枠 を表 示 させ 、 注 文 ボ タ ン を 押 す と、 作 成 した デ ザ イ ン を画 像 に 変

換 し、 購 入 サ イ トに 移 動 す る。Cシ ャ ツ に は 、 QRコ ー ドでNOTAのURLが 入 っ て い る の で 、

街 中 で 見 か け たC上ShirtsのURLを 取 得 す る と、 そ の デ ザ イ ン を も と に リ ミ ッ ク ス(再 編 集)し

て 、 自 分 のC-Shirtsを 作 る こ と もで き る(図6.7)。

6.4 利 用 経 験

 ここではコ ミュニティにおける運用によって得 られた経験 について述べ る。運用 を通 じて、通常

のCGIを 用 いた動的作成Webと は異 なる、 NOTAな らで はの使われ方が分かってきた。 NOTA

の特徴的な利用経験 を以下にま とめ る。
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画像 のアツプロー ド

 画像 を手軽 にアツプロー ドしページに貼 り付けられることは、すでに見て きたようにNOTAの

特有の機能であるが、 この機能 の積極 的な活用 を確認で きた。1ペ ージに10個 の画像 を貼 ること

はよ くあ り、中20、30個 の画像 を貼るユーザー もいた。 また、貼 り付けた画像のサイズや配置は

たいていのユーザーが貼 り付けた後で見やすいように調整 して いるのが確認で きた。NOTAの オ

ブジェクトの自由配置の機能が頻繁に使われ、活用 されていた といえる。

他人の部品への注釈

 他人が作成 したテキス トや写真 に対 し、手書 き入力機能を用 いて、積極的 に線 を引 く用い られ方

が頻繁 に見 られた。 また他人の部晶の隣 にテキス トを配置 し、注釈 を書 く例 もよく見 られた。そ

れを参考 に元のテキス トを修正 した り、その場で議論をするな どNOTAな らではの使 い方が違和

感な く受け入れ られた ようである。ただ、注釈があま りに多 くなる と、ページの視認性が下が り、

結果 としてページの本筋が分か りに くくなることもあった。ページの内容 を表示 する場 と議論 を

す る場が分かれていないNOTA特 有の問題で ある。
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図6.6 C-Shirtsの 作 例

チャット

 NOTAの 書 き込みの手軽 さと、 リアルタイム性 によりページ上でチ ャッ トの代わ りとして用 い

られ ることもあった。話題の遠近 によ り、文字の配置場所 を変 えるな どの工夫をユ ーザーが自主

的に行っていることが多 く、単に話題 を時間軸で並べただけのチ ャッ トと比較 して話題 を整理 し、

活用す るするの に有効であることが分かった。

ゲス ト投稿

 NOTAは ページの編集が可能 なゲス ト権限 を用意 し、不特定多数のユーザーの書 き込み を認 め

ているため、第三者 によってページの趣 旨に沿わない書 き込みが投稿 され、 トラブルになるといっ

た危険1生を孕んでいる。 しか しなが ら、ゲス トが既存のオブジェク トを削除で きず、追加書 き込み

だけが可能である点 と、管理者 とコ ミュニテ ィの メンバーが それらの投稿を発見次第、削除で きる

ため、コミュニテ ィのメンバーが常に監視 しているページにあっては、 これ らの トラブルは起 きて
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図6.7C-ShirtsのQRコ ー ドを携帯 電 話 を利 用 して読 み込 む様子

い な い 。

6.5 ま と め

 NOTAの 利用事例 として、 NOTAの 使 い方を工夫 して コ ミュニティ活動 に合 わせて利用 した事

例 と、 コミュニティ内でNOTAの プラグインを開発 してNOTAを 拡張 して利用 した事例 にっい

てそれぞれ紹介 した。 また、NOTAの 運用か ら分かった知見 をまとめた。
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第7章

関連研究

 本章では、本研究 と関連を持つ先行研究を挙げ、それらの特徴や本研究 との相違点、

および本研究の位置づけについて述べる。
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7-1 は じめ に

 本章では、本研究 と関連 を持つ先行研究 を挙げ、本研究 との関連や差異を述べ、本研究の位置づ

けを明 らか にす る。本研 究は共生開発スタイルの コンセ プ トお よびシステムの両方 を研究対象 と

しているため、関連研究 もそれに沿った形で述べ る。関連研究の うち、第2章 で挙 げた ものは、本

章では省略する。

7-2 Web技 術 の新 領 ±或

技術 的な背景には、近年のWebの 進化がある。 Web2.0[梅 田06]と い うキー ワー ドに総称 され

るように、Webは 、「非同期通信 」の技術や 「WebのAPI」 が普及 し、 リッチ ・インタフェース

の開発や、外部のシステム と連携す る機能の開発が盛んになった。 これ らのWebの 新 しい技術的

な概念 について述べ る。

7.2.1 非 同 期 通 信

 ウェブブラウザ 上で画面遷移 す るこ とな く、情 報 をサ ーバ ーに対 して送信 した り取得 した り

す ることをWebの 非同期通信 と呼ぶ。実装には、 JavaScript*1やAdobe Flashを 用 いる。従来

は、Webに おいて動的な コンテ ンツを生成する ときは、ページが遷移 した ときにPOSTも しくは

GET方 式で情報 をサーバーに送信 し、 コンテンツを書 き換えていた。非同期通信 によ り、 ウェブ

ブラウザ上で既存の枠組 みに とらわれないユーザーイ ンタフェースを実現す ることがで きる。代

表 的な例であるGoogle Mapsを 図7.1に 示す。 Google Mapsで は、ユーザーが地図 をマウスで

ドラッグす ると、システムは、画面の枠の外にあ る地図情報を逐次サーバーか ら取得 して描画す る

ため、地図 をスムーズにスクロールすることがで きる。

 NOTAに おいては、複数人が 同時 に1つ の ドキュメン トに対 してNOTA上 で書 き込み を行 う

ときに、非同期通信 を利用 して、同一の画面 を共有で きるように している。

7.2.2 WebのAPI

WebのAPI(Application Program Interface)は 、 用 途 に よ っ て 「外 部 の シ ス テ ム との 連 携 」

と 「プ ラ グ イ ン に よ る シ ス テ ム の 拡 張 」 の 二 つ に分 類 さ れ る 。

外部 のシステムとの連携

従来、Webを 利用 したシステムは、1つ の ドメインにおいて単独でシステムを運用 するこ とが

多かったが、近年は、外部のシステム と連携す るために、積極的に情報の相互利用 を行 うものが増

えて きた。 これ らを実現す るために、 ドメインを超えて他のシステムの情報 を取得 した り、送信 し

*1JavaScriptを 用 いて非 同期通 信 を行 うこ とを特 に 「Ajax(Asynchronous JavaScript+XMLの 略 称)」 と呼 ぶ
。
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図7.1Google Maps

た りする際に利用可能 な関数や プロ トコルの集合 をWebのAPIと 呼ぶ。

プラグインによるシステムの拡張

 また、 ウェブシステムの中には、そのウェブシステム自体を拡張す ることが可能 なプログラム

(プ ラグイ ンと呼ばれ る)を 、外部の開発者が追加 することがで きるものもあ る。 この場合 も、そ

のシステム上で多 くのプラグインが共通 して利用 する機能は、APIと して提供 され る。

 NOTAに おいて も、 NOTAを 拡張す るプログラムに対 して、 NOTA APIと 呼ばれ る一連の関

数群を提供 し、 コミュニテ ィ支援のために有効な機能を開発 しやす くなっている(詳 しくは、第5

章で述べ る)。

7.3 コ ンテ ン ツ流 通 の 新領 域

7-3,1 オ-プ ン コ ン テ ン ツ

 Webの 技 術 的 な進 化 に よ り、 コ ン テ ン ツ の 流 通 や 利 用 に も変 化 が 起 き て い る。 Webの シ ス テ ム

間 の 連 携 が 容 易 に な っ た た め 、 従 来 は1つ の シ ス テ ム に 蓄 積 さ れ て い コ ン テ ン ツ が シ ス テ ム を 超

え て 流 通 す る よ う に な っ た 。 ま た 、Webの ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス の 進 化 に よ り、Web上 で の

直 接 コ ン テ ン ツ の 作 成 、 編 集 、 複 製 が で き る よ う に な り、 コ ン テ ン ツ の 利 用 形 態 が 変 化 し た 。 こ

の よ う に コ ン テ ン ツ がWeb上 で 作 成 、 編 集 さ れ 、 シ ス テ ム を超 え て 流 通 す る 現 象 を 、 「オ ー プ ン

コ ン テ ン ツ 」 と呼 ぶ 。 ま た 、 シ ス テ ム が オ ー プ ン コ ン テ ン ツ の 作 成 や 流 通 を サ ポ ー トす る こ とを 、

ADOC[鈴 木06](Application Driven Open Contents、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン駆 動 型 オ ー プ ン コ ン テ



第7章 関連研究 58

1'載誌謬 欝檬號 黛講繊'濃 詳=撰6ジ訟 騰6鰍  一
い

.へ駅"""樫 野 ＼"憎 ＼へ '

1フ ァイル(f> 編集(E) 表示(V> 履歴③ ブッケマーク(旦) ツール①  ヘル7tiH)

      wrttustratar raku$創}しogout

無

、
、

9蝕 「・&PU琩ﾟf/ll拍 ～1、

▼ き欄

Open   lose Fath

F用

Strake

翻 貫猷 こ

10PX l▼

丁就 口 懲 賦… ・

しayer  3 こ 月2

Edit.   r PatYt   Size

熱 

嚢

 

 

§

 

 

 

睾

 

 

 

 

華

蓑 

』

レ

strator.orbか らデータを転 送 しています.

"蒸

愚 ＼ミ・

図7-2Willustrator

ン ッ)と 呼 ぶ 。NOTAも 、 ADOCの1つ と して 捉 え る こ とが で き る。

Wi一lustrator

`'illustrator[神 原06]は 、 「"鴇 」二で の 協 同 イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン 」 と い う コ ンセ プ トの 元 に 作

ら れ たWebの ドロ ー ツ ー ル で あ る 。 複 数 ユ ー ザ ー で 利 用 で き る ウ ェ ブ ア プ リ ケ ー シ ョ ンで あ り、

ブ ラ ウザ 上 で 利 用 で き る ドロ ーUIを 持 つ(図7.2)。 ペ イ ン トツ ー ル と違 い 、 ド ロ ー ツ ー ル で あ

る こ と を 活 か した 再 編 集 機 能 や 他 の ユ ー ザ ー の 絵 を 簡 単 に再 利 用 す る た め の 仕 組 み を 持 っ て い る 。

Wilhlstratorの ド ロ ー 機 能 はNOTAよ り細 か な 制 御 が 可 能 で あ る。 しか し、 制 作 し た 絵 を 他 の

ツ ー ル や コ ン テ ン ツ に 埋 め 込 ん で 利 用 す る こ と を想 定 して お り、NOTAの よ う に ウ ェ ブ ペ ー ジ を

作 る こ とは で き な い 。 ま た 、 プ ラ グ イ ン に よ っ て 拡 張 し 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

と して 利 用 す る機 能 は な い 。NOTAは 、 文 字 や 写 真 、 図 、 プ ラ グ イ ン な ど を貼 り付 け る プ ラ ッ ト

フ ォ ー ム を指 向 し て い る。
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7.3.2 Consumer Generated Media

 ウ ェ ブ サ イ トの コ ン テ ン ツ を 、 従 来 の よ うな プ ロ の コ ン テ ン ツ制 作 者(作 家 、 記 者 、 プ ロ デ ュ ー

サ ー な ど)で は な く、 エ ン ドユ ー ザ ー が 作 成 し提 供 す る こ と を 、Consumer Generated Media

(CGMと 略 す)と 呼 ぶ 。 Social Bookmarkや 、 ウ ェ ブ ロ グ 、 SNSな ど は そ の 代 表 的 な 例 で あ る。

NOTAも 、 CGMの1つ で あ る 。

7.3.3 Creative Commons

 Creative Commons[LesOO][LesO1][L.02]と は 、 さ ま ざ ま な コ ン テ ン ツ に 対 し て 著 作 権 を 保 持 し

なが ら一定の 自由を事前 に許諾 して いることを、分か りやす く表示す ることがで きるライセ ンス

群の ことで ある。例 えば、あ るアー ティス トの曲 を ミックス して新たな作品 を作 りたい という場

合、従来 は、作者 と管理団体 に説 明、交渉、契約準備、確認 といった ことが必要であった。 しか

し、Creative Commonsの ライセ ンスを適用 していれば、 この ような煩雑な手続 きは必要 ない。

 Creative Commonsに 対応 するためには、 コンテンツを公開す る際にライセ ンスの条件 のマー

クを選択 し、表示 してお くだけで よい。 ライセンスの条件のマー クには、例 えば、原著作者の 「氏

名表示」が必要か どうか、非営利の活動のみ に使用可能か どうか、原著作者 と同 じライセ ンスで

発表 しなければな らないか、表現や ソフ トウェアを改変 して用 いていいか どうか といった ものが

ある。

 Creative Commonsは 、 ライセ ンスの提供だ けではな く、ライセ ンスを シス テムが識別 す る

ための仕様 の提案 も行 って いる。例 えば、HTMLフ ァイルや画像 フ ァイル に対 して、 Creative

Commonsが 規定する方法で ライセ ンスを記述す ることによって、 G00gleやFlickrか らCreative

Commonsに 対応 したコンテンツを検索することがで きる。

 Creative Commonsに よ り、7.3.1に 示 したオープンコンテンツの流通の法的、技術的な煩雑 さ

が解 消 され ることが期待 され る。NOTAも 、複数人で協同作成 したコンテンツの ライセ ンスに関

して複雑 な課題 を抱えてお り、 こうしたコンテンツの新 しいライセンス方式 と深 く関係 している。

7.4 開発形態に関する関連研究

7-4.1CSCLお よ びCSCW

 NOTAの ようにコミュニティ活動 と持続的な関わ りを持 ち、開発者が市民の中か ら現れ、利用者

と一体 となって設計 し開発す るという視点は、従来のCSCL(Computer Supported Collaborative

Learning、 コンピュータに支援 された協 同学習)、 CSCW(C0mputer Supported Collaborative

Work、 コンピュータに支援 された協 同作業)研 究 にもなかったものである。 こうした研究にユー

ザーの実践 を見た上でデザイ ンする とい う観点はあったに して も、設計者(開 発者 ・デザイナー)

は、ユーザーを個々に分解 し、一人のユーザーの視点か ら使 い勝手や効果 を評価 していたにすぎな

か った。っ まり、システムの設計 において、設計者 と利用者 を含めたネ ッ トワーク構築の あ り方 に
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焦点を当てたものはほ とん どなかった。*2

7.4.2 参 加 デザ イ ン

 参加 デザイ ン(Participatory Design)の アプローチ は どうだ った だろ うか([BG96][KB98]

[KSB98])。 参加 デザインの アプローチは、 ワークプレイスにおけるシステム、人工物の設計への

「ユーザー」の参加 をめざ した ものであ り
、ワークシ ョップの企画やユーザー も含 めたデザ イン場

面を組織化する といった実践を行 ってきた。 しか し、こうした場面設定は一時的なものであ り、長

期的に関係 を持続す る設計者 と使用者のネ ッ トワーク構築 をめざす もので はない。 さらに、設計

者 と利用者 は明確 に区分されてお り、利用者が設計をサポー トす ることはない。 この アプローチ

では、設計者 は、ユーザーのニーズや注文を聞 くが、実際の開発 は、あ くまで設計者 が行 ってい

た。 もちろん、実際に参加 デザインを組織化す るためには、コミュニティが必要 となるが、参加 デ

ザイ ンは、 こうしたことに焦点を当てて こなかった。

NPOパ ンゲア

 NPOパ ンゲア[高 崎06][NPOパ]は 、「世界の子供たちをつな ぐ」というコンセプ トを持 ち、「絵

文字 コミュニ ケーター」、「コエツナ」、「パ ンゲアネ ッ ト」な ど複数の ソフ トウェアを開発 し、それ

らの ソフ トウェアを利用 して世界 中で 「アクティビティ」と呼ばれ る交流活動 を行 っている。 ソフ

トウェアは、一部の常任 メンバーを中心に、多 くはボランティアによって開発 されている。 ソフ ト

ウェァの開発は、「まず は動 くことを重視」「プログラミング言語 はボ ランティアの得意 な言語で開

発す るため さまざまな言語が入 り交 じる」 「ネ ッ トのセ キュリティには配慮」「ア ドバイスをいた

だいた後、即反映 させ るか待つか どうかはNPOの 実証活動 フェーズ も含めた全体傭鰍の上、担 当

責任者が決定す る」 といった プロセスで開発を進 める。NOTAの コ ミュニテ ィと同様、開発者 は

NPOの コミュニティメ ンバーで ある国内外の多様 な人たち とコミュニ ケーシ ョンを しなが ら開発

す る。 それには、小中学生、小 中学校の先生、ベ ンチ ャー企業人、大企業役員、保護者 、デザイ

ナー、記者、研究者 、 ミュージシャン、学生、官僚、 フリー ターな どが含 まれる。開発 には、モチ

ベーシ ョンが重要視 される。ボランティアは、モチベーションが低 い人は、もともと参加 しないた

め、金銭 的なインセンティブが低 く、開発者モチベーシ ョンが極 めて高い とい う特徴 を持っ。モ

チベーシ ョンは、新規開発時 には、 「楽 しい、社会的意義 を感 じる、誇 らしい」な どの感情 によっ

て高 まり、デバ ッグ時 には、 「恥 ずか しい、教われて勉強 になる、必要性 を実感す る」な どの感情

よって保 たれ る。NPOパ ンゲアで は、(1)プ ロジ ェク トの ミッシ ョンをぶ らさない、(2)ソ フ

トウェァ品質 を人/環 境のせ いに しない、(3)ソ フ トウェア職人 を惹 きつ ける、(4)感 動できる感

性 をキー プす る、 などを組織的 に重視 している。NPOパ ンゲアの開発形態は、本研究で提案す る

「共生開発スタイル」 と類似 している
。開発者が コミュニティの中で多様 な人たち と協働 しなが ら

開発を進める点や、ボランタリーな動機 を重視 している点が共通 している。その一方で、NPOパ

*2ニ ュー マ ン[New98]は
、 ア クター ネ ッ ト的 な観 点 を用 いな が ら、 あ る ミ ドル ウ ェア の デザ イ ンの 事例 を分 析 し、 シ

 ス テ ム をデ ザ イ ンす る こ とが 、 さ まざ ま な技 術や 人 々 の ネ ッ トワー クを構 築 す る こ とに等 しい とい う こ とを示 して

 い る。
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ンゲアでは、常任 の リー ダーが開発を指揮 を執 ってい るの に対 し、NOTAの 事例 においては、明

確な開発の リーダーが存在 しない とい う点が異なっている。
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第8章

共生開発スタイルの考察 と今後の展望

 本章で は、共生開発 スタイルにつ いて、現在分か っている課題や限界、今後の展望に

っいて述べ、本研究の さらなる発展につ いて論述する。
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8ユ 共生開発スタイルの考察

8.1.1 オ-プ ン ソ ー ス か らオ ー プ ン コ ン テ ン ツ へ

 すでに述べた通 り、私が開発 したNOTAは 、開発者以外の人 も参加する地域 コミュニ ティの中

で開発が進 め られ、改良が加 えられた。 この ようにボ ランタ リー な動機 か ら開発が進 め られ ると

いう点 は、オープンソース ・ソフ トウェアの開発 と類似点が ある。

 近年 、他人の コンテンツを流用 し、 そこに 自分の著作を追加 して公開する とい うオー プンコン

テンツの現象が注 目されてい る。オープンソースの開発 コ ミュニテ ィにおいては 「ソース コー ド」

をオー プンに して複数 の人が少 しずつ創作 に貢献 するこ とでソフ トウェアを開発す る手法が定着

しているが[StaO2]、 一般の コンテンツで は、技術的な課題や法整備 の遅れな どか ら、 この ような

創作手法 は一部 を除いてあま り行 われていない。

 それ らを解決す るため、一般のコンテンツをオー プンソース的に生成、伝播 させ ることがで きる

システムが必要であ ると考え る。NOTA(第4章 で詳述)は このためのプラッ トフォームを提供

する。 オー プンコンテンツの実現 には、コンテンツに多人数で同時 に編集可能であ るこ とと、コン

テンッを他 人が容易 に再利用可能であ ることが必要である。オープンコンテ ンツを実装するアプ

リケーシ ョンの設計をま とめる と、以下のようになる。

 横浜市のコ ミュニティにおいて、共生開発 スタイルの手法が成立 した背景 として、NOTAが こ

れ らのオー プンコンテンツの要件 を満た していた とい う点 は重要であ る。専門的なソース コー ド

ではな く、文書、写真、アイコン、プラグイ ンといった コンテ ンツの協同編集 と派生 をシステム

がサポー トした ことによって、開発者以外 の人が開発 コミュニテ ィに参加す ることがで きた とい

え る。

8.2 今 後 の展 望

 共生開発ス タイルは、地域 コミュニテ ィにおいて必要 な機能 をコミュニテ ィ内で開発で きると

い う点で利点がある一方で、課題 もある。

 1っ 目は、 プラグインな どを コーデ ィングで きる開発者が まだ限定 的なものに とどまっている

点である。FlashやNOTA APIを 利用 した開発は、従来の開発 と比べて敷居 が下がっているが、

誰 もが使える とはいえない。Flashは 、 コーデ ィングを しな くて も条件や関数を選択 して組み合わ

せ ることで簡易的なスク リプ トを作成で きるが、今後 は このよ うにコーディングとい う行為 をす

ることな く開発ができるような工夫を してい く必要が あるだ ろう。

 二 っ目は、共生開発スタイルによって開発 されたソフ トウェアは、汎用性 が低 くな りがちになる
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点である。そ もそもコミュニ ティにおける狭 いニー ズに応 えるために開発す るため、開発 された

ソフ トウェアは、同 じよ うな条件 の コミュニティにおいて しか有効でないこ とが多い。汎用性が

低 くなる と、ソフ トウェアの蓄積 がなされず、 どの コ ミュニティにおいて も似 た ような機能 を再

生産す ることになる。 この課題 は、ユーザーが作成 したシステムか ら汎用性のあ る機能を抽出 し、

蓄積で きるようなフレームワー クを考案す ることで解決で きる可能性があ る。

 今後は、 これ らの課題 を解決するために継続的に研究に取 り組んでい く予定である。
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第9章

結論

本章では本論文を総括する。
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9.1 研 究 の成 果

本研究の成果は、以下の4つ にまとめ るこ とがで きる。

●市民が地域 コ ミュニティにおいて開発を行 う 「共生開発ス タイル」を提案 した。

● コ ミュニティ活動支i援システム 「NOTA」 を開発 した。

●NOTAを 拡張す るアプリケーシ ョン ・プラットフォームを実現 した。

●NOTAの 利用事例 を評価 し、有効性 を検証 した。

 まず、市民がソフ トウェアを開発 し、コミュニティで運用 する中で得 られるフィー ドバ ックを元

に継続的 に改良 してい く 「共生開発スタイル」を提案 した。共生開発スタイルは、以下の ようなメ

リッ トが あることを示 した。

1.効 率をあまり考えず にシステムを継続 して開発で きる。

2.利 用者の フィー ドバ ックがただちに得 られる。

3.開 発者 とコミュニティが一体になっているため必要 な機能だけを作ればよい。

4-高 いモチベーシ ョンを保 って楽 しく開発で きる。

 次 に、共生開発スタイルの事例 として私が開発 した 「NOTA」 を利用 して共生開発 スタイルが

広がった プロセス を明 らか に した。NOTAは2005年 よ り横浜市 のい くつか の地域 コミュニテ ィ

で利用 され、その後NOTAを 改良 したい とい う要望 を持つ利用者の有志が集 まって開発 コミュニ

ティを形成 し、共生開発スタイルが始 まった。          .

 NOTAは 、複数 の人が同時に ブラウザ上で文字や図、写真な どを好 きな位置に書 き込み、蓄積

で きるシステムである。NOTAの 実装 について述べ、汎用性の高 いイ ンタフェースを持つ システ

ムであることを説明 した。

 共生開発ス タイルによる開発 を促進するために、利用者がNOTAを 拡張で きるプラグイン機能

を追加 した。 この結果、NOTAを 応用 した地図システムや、 ビデオ会議システム、障害者 コミュ

ニケーシ ョンシステムな どが地域 コ ミュニティ内で開発 された。 これ らの事例 は、 コミュニテ ィ

の細 かな要求に応 える機能 を的確かつ迅速 に開発する ことに成功 してお り、共生開発スタイルの

有効性 を示 した といえる。

9.2 論 文 の総 括 と結 論

 市民が地域 コ ミュニテ ィ活動のために自 らソフ トウェアを開発す るという 「共生開発ス タイル」

は、今後、その重要性が高 まる と考え る。本研究 は、工業的なソフ トウェァ開発やオープンソー

ス ・コミュニティにお ける開発の限界を指摘 し、Webの 汎用 的な情報共有システム 「NOTA」 を

利用 して地域 コ ミュニティにおいて共生開発 スタイルが成 り立つ ことを示 した。共生開発 スタイ

ルが広が ることに よって、地域 コ ミュニティで必要 とされ る細かな要求 を満たすソフ トウェァが

より多 く開発 されることを願 う。
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付録A

NOTAネ ッ トワー クの 活動 履 歴

2005/07/31武 蔵工大でNOTAワ ークシ ョップ開催

2005/10/30NOTAネ ツ トワークメー リング リス ト立ち上げ

2005/11/19プ ラグイ ン ・プロジェク ト ミーティングを開催

2005/12/18nota◎ba■ を開催

2006/01/09NOTAネ ツ トワーク関西 キ ックオフミーテ ィングを開催

2006/01/23NOTAプ ラグイン仕様書 を公開

2006/02/17NOTAネ ッ トワーク横浜 ミーティング

2006/06/01ト ライアル版 に8つ のテーマのNOTAを 設置

2006/06/01NOTAサ イ トをリニ ューアル

2006/07/24ト ライアル版のデザインを改良

2006/07/30ワ ークショップ 「ウェブ とコミュニテ ィ形成」 を開催

2006/09/08市 民 メデ ィアサ ミッ ト06の 「市民メデ ィアにおける新 しいネ ッ トツールの活用」 とい う

      セ ッシ ョンでNOTAを 発表

2006/09/08NOTAダ ウンロー ド版 を一般公開

2006/09/13横 浜市市民活動支援センターのIT講 習会 にて、 NOTAの 講習会 を行 う

2006/09/26ク リエイテ ィブ ・コモンズセ ミナーでNOTAお よびNOTAを 利用 した 「C-Shirts」 プロ

      ジェク トを発表

2006/10/26REMIX TOKYOでNOTAを 発表
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付録B

NOTAネ ッ トワー ク運 営 方 針

 NOTAの プロジェク トは、「この指止 まれ方式」で進んでい ます。

 この指止 まれ方式 とい うのは、何かをや りたい人がメーリングリス トで提案 し、賛同者が集 まれ

ばその人 を中心に行動する とい うや り方の ことです。

具体 的には、以下の3つ にまとめ られ ます。

1.フ ィー ドバ ックを尊重 しています

 提案や投稿 に対 して、「よいアイデアだね」とい うように積極的に意見や感想を返信(フ ィー

 ドバ ック)し ましょう。フィー ドバ ックは、や る気のみなもとです。

2.全 員で共有 します

 考 えていることは必ずメー リング リス トで提案 します。 そうす るこ とで、一一部 の人だけで

 プロジェク トが進 まない ように気をつけます。逆 にい うと、提案すれば誰で も好 きなプロ

 ジェク トを立 ち上げて、進 めることがで きます!

3.外 に対 してオ-プ ンに

  ここで出て きた成果は、 どんどん外 に出 していきましょう。NOTAネ ッ トワークで得た体

 験や知識 をメンバーがそれぞれ持 ち帰 って、様々な媒体 で伝えてい きましょう。
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